
一
一
九

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
―
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
一
）―

新
井
一
光



一
二
〇

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
本
研
究
は
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇-

一
二
五
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
最
古
の
註
釈
で
あ
る
詮
慧
の
『
聞
書
』
及
び
こ
れ
を
基
に
弟
子
の

経
豪
が
著
し
た
『
正
法
眼
蔵
抄
』（
以
下
、『
抄
』
と
略
す
）
の
「
三
界
唯
心
」
巻
に
対
す
る
註
釈
部
分
を
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
、
及
び
註
に

よ
っ
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
は
、
比
叡
山
に
よ
る
興
聖
寺
破
却
後
、
入
越
し
て
初
め
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
禅
師
の
生
涯
に
お
い
て

一
つ
の
重
要
な
局
面
に
お
け
る
著
作
と
見
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
〔
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
閏
七
月
一
日
、
在
越
宇
吉
峯
頭
示
衆
〕、
こ
こ

で
禅
師
は
、「
三
界
」
の
語
を
多
用
し
、
そ
れ
ま
で
に
著
さ
れ
た
他
の
巻
に
お
け
る
表
現
と
際
立
っ
た
違
い
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
そ
の
冒
頭
の
一
段
、
原
文
で
は
七
行
の
間
に
一
五
回
も
「
三
界
」
の
語
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
（
道
元
全
、
上
、
三
五
三
頁
六-

一
二

行
＝
二
二
九
字
）、
そ
の
同
じ
一
段
に
「
三
界
唯
心
」
の
句
の
例
は
一
回
で
あ
り
、
こ
の
反
復
は
異
例
の
強
調
で
あ
る
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
道
元
禅
師
は
「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
い
て
、『
華
厳
経
』
の
「
三
界
唯
心
」
の
経
文
の
意
味
、
即
ち
、
三
界
と
は
虚
妄
な
も

の
で
あ
り
、
ほ
か
な
ら
ぬ
心
が
窮
極
的
な
真
実
で
あ
る
こ
と
を
説
く
と
い
う
基
本
趣
旨
を
読
み
替
え
、
心
で
は
な
く
三
界
を
肯
定
、
重
視
し
、

窮
極
的
真
実
と
し
て
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
禅
師
独
自
の
解
釈
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
禅
師
は
こ
の
巻
に
お
い
て
『
法
華
経
』
の
経
文
を
引
用
し
、
独
自
の
解
釈
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
で
に
私
は
拙
稿
「『
正
法

眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
六-

一
、
二
〇
一

七
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
巻
に
引
用
さ
れ
る
「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
の
意
味
を
考
察
し
た
が
、
そ
の
際
、『
聞
書
』

に
お
い
て
、
こ
の
経
文
に
関
す
る
宗
門
に
お
け
る
解
釈
と
し
て
、「
三
界
ヲ
三
界
ト
見
ム
ニ
ハ
如
カ
ジ
」（
蒐
書
一
三
、
二
二
四
頁
二
〇
行
）
と

い
う
読
み
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
読
み
は
、
伝
統
的
な
「
三
界
ノ
三
界
ヲ
見
ル
ガ
如
ク
ナ
ラ
ズ
」
と
い
う
も
の
と
異
な
っ

て
お
り
、
禅
師
の
直
弟
子
で
あ
る
詮
慧
に
よ
っ
て
か
か
る
解
釈
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
で
、『
聞
書
』
及
び
『
抄
』
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
理
解

に
と
っ
て
重
要
な
視
座
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
聞
書
』
の
著
者
で
あ
る
詮
慧
は
、
そ
の
出
身
が
比
叡
山
の
僧
で
あ
り
、
興
聖
寺
に
お
い
て
道
元
禅
師
に
師
事
し
、
京
都
洛
陽
に
永
興
寺
を
開

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
詮
慧
は
ま
た
、『
永
平
広
録
』
の
編
纂
に
も
た
ず
さ
わ
り
、
聞
書
と
い
う
註
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
も
、
禅
師
の
直



一
二
一

弟
子
で
あ
り
、
入
越
に
も
同
行
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
抄
』
の
著
者
で
あ
る
経
豪
は
、
も
と
比
叡
山
の
僧
で
あ
り
、
永
興
寺
に
お
い

て
詮
慧
に
嗣
ぎ
住
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
抄
』
は
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
よ
り
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
に
至
る
六
年
に
わ
た
り
著
さ
れ

た
こ
と
が
『
抄
』
の
奥
書
に
記
さ
れ
る
（
１
）。

　
『
抄
』
は
、
泉
福
寺
（
大
分
県
）
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
を
も
と
に
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）、
鴻
盟
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。『
抄
』
は
、

『
聞
書
』
を
基
礎
に
し
て
註
釈
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
、
河
村
孝
道
博
士
は
、
こ
れ
に
共
著
的
性
格
を
認
め
、『
聞
書
抄
』
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
２
）。

　
『
抄
』
の
写
本
は
、
こ
の
他
、
河
村
孝
道
博
士
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
泉
福
寺
本
系
と
し
て
、
永
平
寺
、
總
持
寺
、
洞
寿
院
（
滋
賀
県
）、
妙
昌

寺
（
愛
知
県
）、
森
福
寺
（
鳥
取
県
）
所
蔵
の
各
本
、
及
び
要
山
鼎
堂
（
一
七
三
一
年
寂
）
謄
写
本
等
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
泉
福
寺
本
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
万
仭
・
慧
輪
本
系
と
し
て
、『
正
法
眼
蔵
秘
抄
』
の
名
で
、
最
禅
寺
（
秋
田
県
）、
万
福
寺
（
愛
知
県
）、
東
雲
寺
（
三

重
県
）
等
に
伝
わ
る
（
３
）。
刊
本
と
し
て
は
、
こ
の
鴻
盟
社
本
の
他
に
、『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
所
収
（
一
九
一
四
年
）、『
曹
洞
宗
全
書
』
注
解
二

所
収
（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）、『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
第
一
三
巻
所
収
（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年
）、『
永
平
正
法

眼
蔵
蒐
書
大
成
続
輯
』
第
一
〇
巻
所
収
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）
が
あ
る
。

　
な
お
、
今
回
は
、
テ
キ
ス
ト
と
現
代
語
訳
を
掲
載
す
る
。

 （
１
）
鏡
島
元
隆
『
道
元
禅
師
と
そ
の
周
辺
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
七
九-

一
一
七
頁
参
照
。

（
２
）
河
村
孝
道
『
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
七
年
、
六
七
三
頁
参
照
。

（
３
）
河
村
前
掲
書
、
七
三
七-

七
四
五
参
照
。



一
二
二

　
　
　
　
凡　
例

一
、
本
現
代
語
訳
の
底
本
に
は
、『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
第
一
三
巻
所
収
の
泉
福
寺
本
を
用
い
た
。

一
、
底
本
に
誤
脱
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
個
所
は
、
道
元
全
、
森
福
寺
本
等
を
参
照
し
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
読
み
を
採
用
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
仮
名
遣
い
は
歴
史
的
仮
遣
い
と
し
、
濁
点
、
句
読
点
を
施
し
た
。

一
、
略
体
字
「
尺
」
は
「
釈
」
に
改
め
た
。

一
、
二
字
合
体
の
仮
名
用
字

は
「
ナ
リ
」
に
改
め
た
。

一
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
は
、『
抄
』
底
本
の
原
形
を
重
ん
じ
、
片
仮
名
の
表
記
に
従
っ
て
示
す
。

一
、
底
本
に
お
い
て
省
略
を
表
す
記
号
◦
は
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
…
…
で
示
し
、
註
に
本
文
と
訳
を
記
し
た
。

一
、
今
回
の
現
代
語
訳
に
あ
た
り
、『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
を
、
訳
者
の
判
断
に
よ
っ
て
、
内
容
に
基
づ
き
四
つ
の
段
に
よ
っ
て
区
分

し
、
さ
ら
に
各
段
の
文
は
適
宜
区
分
し
、
各
文
頭
に
ゴ
シ
ッ
ク
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
っ
て
節
番
号
を
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
正
法

眼
蔵
』
本
文
、『
聞
書
』
及
び
『
抄
』
へ
の
言
及
を
容
易
か
つ
明
瞭
な
も
の
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
（
例
） 『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
、
第
一
段
第
三
節
「
3
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
今
如
来
道
ノ
三
界
唯
心
ハ
全
如
来
ノ
全
現
成
ナ
リ
、
全
一
代

ハ
全
一
句
ナ
リ
。
三
界
ハ
全
界
ナ
リ
。」
＝
「
三
界
唯
心
」
一
・
三

一
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
、『
聞
書
』
及
び
『
抄
』
と
も
す
べ
て
、
見
開
き
右
頁
に
本
文
、
左
頁
に
現
代
語
訳
を
収
め
た
。

一
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
と
『
聞
書
』
を
容
易
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
、『
聞
書
』
の
註
釈
が
付
さ
れ
る
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
の
末
尾
に
は
（
１

聞
書
）
の
よ
う
に
記
し
、
ま
た
『
聞
書
』
本
文
と
現
代
語
訳
に
は
対
応
す
る
番
号
を
冠
し
、『
抄
』
全
体
の
末
尾
に
一
括
し
て
掲
げ
ら
れ
る

『
聞
書
』
と
の
対
応
を
示
し
た
。

一
、
適
宜
、
改
行
と
段
落
変
え
を
し
、
右
頁
冒
頭
に
底
本
の
頁
数
を
﹇
抄
〇
〇
〇
頁
﹈、﹇
聞
書
〇
〇
〇
頁
﹈
の
よ
う
に
記
し
た
。

一
、〈　
〉
は
割
註
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
現
代
語
訳
に
お
け
る
亀
甲
括
弧
〔　
〕
は
、
原
文
に
な
い
語
句
を
訳
者
が
補
足
し
た
部
分
で
あ
る
。

一
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
、
丸
括
弧
（　
）
に
よ
っ
て
原
語
を
、
引
用
個
所
に
つ
い
て
は
出
典
を
示
し
た
。



一
二
三

一
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
引
用
語
句
は
鉤
括
弧
「　
」
で
括
っ
た
。

一
、『
聞
書
』
及
び
『
抄
』
の
本
文
と
現
代
語
訳
に
お
い
て
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
の
部
分
に
は
傍
線
を
引
い
た
。



一
二
四

　
　
　
　
略　
号

曹
全 

＝
曹
洞
宗
全
書

大
正 

＝
大
正
新
脩
大
蔵
経
〔
大
正
、
巻
数
、
文
献
番
号
の
順
で
記
す
。〕

道
元
全 

＝
大
久
保
道
舟
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』
上
下
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九-

一
九
七
〇
年
。

道
元
全

 
＝
河
村
孝
道
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
八-

一
九
九
三
年
。

蒐
書 
＝
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四-

一
九
八
二
年
。

蒐
書　
続 
＝
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成　
続
輯
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九-

二
〇
〇
〇
年
。

『
眼
蔵
（
水
野
）』 

＝
水
野
弥
穂
子
校
注
『
正
法
眼
蔵
』
岩
波
文
庫
、
全
四
冊
、
一
九
九
〇-

一
九
九
三
年
。

『
眼
蔵
（
水
野
訳
注
）』
＝
水
野
弥
穂
子
訳
註
『
原
文
対
照
現
代
語
訳･

道
元
禅
師
全
集
④
正
法
眼
蔵
４
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
。

註
解
全 

＝
神
保
如
天
、
安
藤
文
英
共
編
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
無
我
山
房
、
一
九
一
三-

一
九
一
四
年
。

『
聞
書
』 

＝
詮
慧
『
聞
書
』
蒐
書
一
三
所
収

『
抄
』 

＝
経
豪
『
正
法
眼
蔵
抄
』
蒐
書
一
三
所
収

（
森
） 

＝
森
福
寺
本
『
正
法
眼
蔵
抄
』
蒐
書　
続
一
〇
所
収

（
泉
） 

＝
泉
福
寺
本
『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」、
蒐
書
一
三
所
収

（
総
） 

＝
総
持
寺
本
『
正
法
眼
蔵
抄
』

『
正
法
華
』 

＝
『
正
法
華
経
』
大
正
九
、
二
六
三
。

『
伝
灯
録
』 

＝
『
景
徳
伝
灯
録
（
福
州
東
禅
寺
版
）』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
。

『
仁
王
経
』 

＝
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
大
正
八
、
二
四
五
。

『
八
十
華
厳
』 

＝
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
大
正
一
〇
、
二
七
九
。

『
妙
法
華
』 

＝
『
妙
法
蓮
華
経
』
大
正
九
、
二
六
二
。

『
六
十
華
厳
』 

＝
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
大
正
一
〇
、
二
七
九
。



一
二
五



一
二
六

﹇
抄
２
０
１-

２
０
２
頁
﹈

　
正
法
眼
蔵
抄

　
三
界
唯
心
第
四
十
一　
正
法
眼
蔵
デ
ハ
三
十
二
ナ
リ

１
釈
迦
大
師
道
、

　
　
　
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
。
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
（
１
聞
書
）。

　
是
ハ
華
厳
経
文
ナ
リ
、
餘
方
ニ
モ
口
遊
ス
ル
経
文
ナ
リ
、
但
其
義
カ
ハ
ル
ベ
キ
カ
。
先
三
界
ト
ハ
欲
界
色
界
無
色
界
ヲ
云
フ
。
此
三
界
ヲ
揔
ニ
テ

一
切
ノ
法
、
心
ガ
所
作
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
仏
ト
談
モ
、
衆
生
ト
云
モ
、
迷
ト
談
モ
、
悟
ト
云
モ
皆
心
ガ
所
作
ナ
リ
。
乃
至
六
道
輪
転
等
モ
皆
心
ノ
所
行

ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
此
心
ノ
上
ニ
三
界
ヲ
モ
タ
セ
テ
三
界
唯
一
心
ト
ハ
談
ト
イ
フ
カ
。

　
又
心
仏
及
衆
生
ヲ
各
各
ニ
談
ジ
テ
、
是
ガ
皆
無
差
別
ノ
法
ナ
リ
ト
心
得
、
常
儀
ナ
リ
。
是
等
皆
非
今
所
談
ナ
リ
。
如
此
談
ズ
レ
バ
有
其
失
ナ
リ
。

能
所
ヲ
モ
不
離
、
凡
見
ヲ
モ
不
越
ナ
リ
。
所
詮
三
界
ト
ハ
、
此
心
仏
及
衆
生
ノ
三
ヲ
今
ハ
三
界
ト
ハ
可
談
ナ
リ
。
打
任
談
ズ
ル
三
界
ニ
ハ
異
ナ
ル
ベ

シ
。

　
三
無
差
別
ト
ハ
、
心
ト
談
ズ
ル
ト
キ
心
外
ニ
無
別
法
、
仏
ト
談
ズ
ル
ト
キ
ハ
仏
ノ
外
ニ
物
ナ
ク
、
衆
生
ト
談
ゼ
ム
ト
キ
ハ
全
衆
生
ナ
ル
ベ
シ
、
ユ

ヘ
ニ
無
差
別
ナ
リ
。
又
心
仏
衆
生
許
ノ
三
ニ
不
可
限
ナ
リ
。
同
経
ノ
次
詞
ニ﹇
２
０
２
頁
﹈如
心
仏
亦
然
、
如
仏
衆
生
然
ト
ア
リ
。
経
文
分
明
ナ
ル
ベ
シ
。

心
ト
仏
ト
衆
生
ト
此
三
ヲ
取
合
テ
無
差
別
ト
談
ズ
ル
ニ
テ
ハ
ナ
キ
ナ
リ
、
是
祖
門
所
談
ナ
ル
ベ
シ
。
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
ハ
理
ナ
リ
、
事
ニ

ハ
争
仏
与
衆
生
、
差
別
ナ
カ
ル
ベ
キ
ナ
ム
ド
談
ズ
ル
筋
モ
ア
ル
カ
。
是
等
皆
非
可
用
儀
ナ
リ
。

１

三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法　
『
八
十
華
厳
』「
十
地
品
第
二
十
六
」（
一
九
四
頁
上
一
四
行
）
三
界
所
有
、
但
是
一
心
。
＝
『
六
十
華
厳
』「
十
地
品
第

二
十
二
」（
五
五
八
頁
下
一
〇
行
）
三
界
虚
妄
、
但
是
心
作
。

　
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別　
『
六
十
華
厳
』「
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
偈
品
」（
四
六
五
頁
下
二
八-

二
九
行
）
如
心
仏
亦
爾
、
如
仏
衆
生
然
、
心
仏
及
衆
生
、

是
三
無
差
別
。
＝
『
八
十
華
厳
』「
夜
摩
宮
中
偈
讃
品
」（
一
〇
二
頁
上
二
三-

二
四
行
）
如
心
仏
亦
爾
、
如
仏
衆
生
然
、
応
知
仏
与
心
、
体
性
皆
無
尽
。



一
二
七

『
正
法
眼
蔵
抄
』

三
界
唯
心
第
四
十
一　
〔
六
十
巻
本
〕『
正
法
眼
蔵
』
で
は
〔
第
〕
三
十
二
で
あ
る
。

〔
第
一
段
〕

１
釈
迦
大
師
は
お
説
き
に
な
っ
た
。

　
　
　
「
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
。
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
。」

　
こ
れ
は
『
華
厳
経
』
の
経
文
で
あ
る
。
そ
の
他
の
所
に
お
い
て
も
口
ず
さ
み
す
る
経
文
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
意
味
は
変
わ
る
で
あ
ろ
う
か
。
先

ず
、
三
界
と
は
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
を
い
う
。
こ
の
三
界
を
す
べ
て
一
切
の
法
は
心
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
仏
と
論
じ
る
も
、

衆
生
と
い
う
と
も
、
迷
い
と
論
じ
る
も
、
悟
り
と
い
う
と
も
皆
、
心
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
く
は
六
道
に
輪
転
す
る
こ
と
等
も
、

皆
心
の
所
行
な
る
が
故
に
、
こ
の
心
の
上
に
お
い
て
三
界
を
保
た
せ
て
、
三
界
唯
一
心
と
論
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
心
と
仏
と
及
び
衆
生
を
個
々
別
々
に
論
じ
て
、
こ
れ
は
す
べ
て
無
差
別
の
法
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
一
般
的
な
事
柄
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
今
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
論
じ
れ
ば
、
そ
の
過
失
が
有
る
の
で
あ
る
。
能
所
を
も
離
れ
ず
、
世
俗
的

な
見
解
を
も
越
え
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
三
界
と
は
、
こ
の
心
と
仏
と
及
び
衆
生
の
三
つ
を
、
今
は
三
界
と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
普
通
論
じ
る

三
界
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
無
差
別
と
は
、
心
と
論
じ
る
時
、
心
の
外
に
別
の
法
は
無
く
、
仏
と
論
じ
る
時
は
、
仏
の
外
に
物
は
な
く
、
衆
生
と
論
じ
よ
う
と
す
る
時
は
、

す
べ
て
の
衆
生
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
心
と
仏
と
衆
生
ば
か
り
の
三
つ
に
限
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
同
じ
華
厳
経
の
次
の
詞
に

「
如
心
仏
亦
然
、
如
仏
衆
生
然
」
と
出
て
い
る
。
経
文
は
明
ら
か
で
あ
る
。
心
と
仏
と
衆
生
と
い
う
こ
の
三
つ
を
取
り
上
げ
て
無
差
別
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
祖
門
の
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。「
心
と
仏
と
及
び
衆
生
、
こ
の
三
無
差
別
な
り
。」
は
理
で
あ
る
。

事
に
は
、
一
体
ど
う
し
て
、
仏
と
衆
生
に
は
差
別
が
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
と
論
じ
る
方
面
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
か
〔
否
、
な
い
の
で
あ
る
〕。
こ
れ
ら
は

皆
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
事
柄
で
あ
る
。



一
二
八

﹇
抄
２
０
２-

２
０
３
頁
﹈

２
一
句
ノ
道
著
ハ
一
代
ノ
挙
力
ナ
リ
、
一
代
ノ
挙
力
ハ
尽
力
ノ
全
挙
ナ
リ
。
タ
ト
ヒ
強
為
ノ
為
ナ
リ
ト
モ
云
為
ノ
為
ナ
ル
ベ
シ
（
２
聞
書
）。

　
一
句
ノ
道
著
ト
云
ヘ
バ
無
下
ニ
ス
ク
ナ
ク
、
千
句
万
句
ナ
ム
ド
云
ヘ
バ
多
ニ
似
タ
リ
。
但
今
ノ
一
句
ト
云
ニ
四
十
余
年
ノ
説
教
ノ
コ
ル
義
不
可

有
。
一
句
モ
万
句
モ
非
多
少
儀
。
ユ
ヘ
ニ
一
句
ノ
道
著
ハ
一
代
ノ
挙
力
ナ
リ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
又
一
代
ノ
挙
力
ハ
尽
力
ノ
全
挙
ナ
リ
ト
云
ハ
、
猶
一
句

ノ
道
著
、
一
代
ノ
挙
力
ナ
ム
ド
云
ヘ
バ
、
一
句
ハ
釈
尊
ノ
説
教
ト
心
得
、
一
代
ノ
挙
力
ハ
釈
尊
一
代
ノ
挙
力
ト
モ
思
ハ
レ
ヌ
ベ
キ
ヲ
、
尽
力
ノ
全
挙

ナ
リ
ト
云
ハ
、
所
詮
以
釈
尊
一
句
ト
シ
、
以
釈
尊
一
代
ノ
挙
力
ト
談
之
。
此
道
理
ヲ
尽
力
ノ
全
挙
ト
ハ
云
ナ
リ
。

　
釈
尊
ノ
説
道
ヲ
一
句
ト
談
ズ
レ
バ
能
説
所
説
ニ
カ
カ
ハ
ル
。﹇
２
０
３
頁
﹈一
代
ノ
挙
力
ト
云
ヘ
バ
仏
ニ
仰
テ
談
カ
ト
モ
覚
ユ
ル
ヲ
、
尽
力
ノ
全
挙
ト
談

ズ
レ
バ
釈
尊
上
ニ
一
句
モ
一
代
挙
力
モ
皆
談
之
ハ
、
能
所
ナ
シ
彼
此
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
此
道
理
ノ
上
ニ
ハ
タ
ト
ヒ
強
為
ト
云
ト
モ
打
任
テ
作

業
ノ
儀
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
尽
力
ノ
人
挙
ヲ
以
テ
強
為
ト
モ
可
談
ナ
リ
。
云
為
ト
ハ
ヒ
ロ
キ
儀
ナ
リ
、
物
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ザ
ル
義
ヲ
可
云
歟
。

2

一
代
ノ
挙
力
ハ
（
道
元
全
）、
一
代
挙
力
ハ
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
二
九

２
一
句
に
よ
っ
て
説
か
れ
得
た
も
の
は
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
り
、
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
は
、
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ

た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
強
い
て
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
自
ず
か
ら
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
一
句
に
よ
っ
て
言
わ
れ
得
た
も
の
と
い
え
ば
、
ひ
ど
く
少
な
く
、
千
句
万
句
で
あ
ろ
う
と
い
え
ば
、
多
と
同
様
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
今
の
一
句
と

い
う
に
、
四
十
余
年
の
説
教
〔
に
お
い
て
〕
残
り
の
意
味
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
一
句
も
万
句
も
多
少
の
事
柄
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
一
句
に
よ
っ

て
説
か
れ
得
た
も
の
は
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
は
、
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て

挙
げ
た
も
の
で
あ
る
と
は
や
は
り
一
句
に
よ
っ
て
説
か
れ
得
た
も
の
で
あ
り
、
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
な
ど
と
は
一
句
は
釈
尊
の
説
教
で
あ
る
と

理
解
し
、
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
は
釈
尊
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
も
の
を
、
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
釈
尊
を
一
句
と
し
、
釈
尊
を
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
こ
れ
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理
を
尽

く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ
た
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
釈
尊
が
説
き
、
お
説
き
に
な
っ
た
も
の
を
一
句
と
論
じ
れ
ば
、
説
く
も
の
と
説
か
れ
る
も
の
に
関
わ
る
。
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
い
え
ば
、

仏
に
仰
っ
て
論
じ
る
と
も
思
わ
れ
る
も
の
を
、
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ
た
も
の
と
論
じ
れ
ば
、
釈
尊
に
一
句
も
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
も

皆
こ
れ
を
論
じ
る
の
は
、
行
為
者
と
対
象
な
く
、
あ
れ
こ
れ
に
関
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理
の
観
点
か
ら
は
、
た
と
え
強
い
て
為
す
こ
と
と

い
う
け
れ
ど
も
、
普
通
に
行
為
の
事
柄
で
は
な
い
。
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ
た
も
の
を
強
い
て
為
す
こ
と
と
も
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
自
ず

か
ら
な
る
こ
と
と
は
、
広
い
基
準
で
あ
り
、
物
に
か
か
わ
ら
な
い
意
味
を
い
う
で
あ
ろ
う
か
。



一
三
〇

﹇
抄
２
０
３-

２
０
４
頁
﹈

３
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、
今
如
来
道
ノ
三
界
唯
心
ハ
、
全
如
来
ノ
全
現
成
ナ
リ
。
全
一
代
ハ
全
一
句
ナ
リ
。
三
界
ハ
全
界
ナ
リ
（
３
聞
書
）。
４
三
界
ハ
則
心
ト

云
ニ
ア
ラ
ズ
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
三
界
ハ
イ
ク
玲
瓏
八
面
モ
、
ナ
ホ
三
界
ナ
リ
、
５
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
誤
錯
ス
ト
云
ト
モ
総
不
著
ナ
リ
。
内

外
中
間
、
初
中
後
際
、
皆
三
界
ナ
リ
。
６
三
界
ハ
三
界
ノ
所
見
ノ
ゴ
ト
シ
。
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
所
見
ハ
三
界
ヲ
見
不
正
ナ
リ
。
三
界
ニ

ハ
三
界
ノ
所
見
ヲ
旧
窠
ト
シ
三
界
ノ
所
見
ヲ
新
條
ト
ス
。
旧
窠
也
三
界
見
、
新
條
也
三
界
見
ナ
リ
（
６
聞
書
）。

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、

　
如
文
。
三
界
唯
心
ハ
全
如
来
、
全
現
成
、
全
一
代
ハ
全
一
句
ト
云
、
分
明
ナ
リ
。
所
詮
三
界
ヲ
旧
窠
ト
シ
、
三
界
ヲ
新
條
ト
ス
。
ユ
ヘ
ニ
旧
窠
也

三
界
見
、
新
條
也
三
界
見
ナ
リ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
物
ノ
所
見
ハ﹇
２
０
４
頁
﹈三
界
ヲ
見
不
正
ナ
リ
ト
ハ
、
三
界
ヲ
バ
三
界
見
ベ
キ
ナ
リ
。

三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
所
見
ハ
三
界
ヲ
見
事
ア
タ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
ト
云
ナ
リ
。

5

著　
（
道
元
全
）（
総
）、
箸
（
泉
）（
森
）



一
三
一

３
こ
の
故
に
、
今
、
如
来
が
お
説
き
に
な
っ
た
三
界
唯
心
は
、
す
べ
て
の
如
来
が
、
す
べ
て
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
一
代
は
す
べ
て
〔
こ
の
〕
一
句
で
あ
る
。
三
界
は
、
す
べ
て
の
界
で
あ
る
。
４

三
界
は
、
即
ち
、
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
と

い
う
の
は
、
三
界
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
鮮
や
か
な
面
が
あ
っ
て
も
、
確
か
に
三
界
だ
か
ら
で
あ
る
。
５

三
界
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
誤
解
す
る
と
し

て
も
、
総
べ
得
な
い
の
で
あ
る
。
内
と
外
と
中
間
も
、
初
め
と
中
と
終
わ
り
も
、
す
べ
て
三
界
で
あ
る
。
６

三
界
は
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も

の
の
ま
ま
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
三
界
で
な
い
も
の
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
は
三
界
を
見
る
の
に
正
し
く
な
い
。
三
界
に
は
、
三
界
と
い
う
見

ら
れ
る
も
の
を
古
い
巣
と
し
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
を
新
し
い
道
筋
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
古
い
巣
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え

て
い
る
も
の
で
あ
る
し
、
新
し
い
道
筋
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
の
通
り
で
あ
る
。
三
界
唯
心
は
、
全
如
来
、
全
現
成
、
全
一
代
、
全
一
句
で
あ
る
と
い
う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
結
局
、

三
界
を
古
い
巣
と
し
、
三
界
を
新
し
い
道
筋
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
古
い
巣
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
し
、
新
し

い
道
筋
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
界
で
な
い
も
の
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
は
三
界
を
見
る
の

に
正
し
く
な
い
、
と
は
、
ま
さ
に
三
界
を
三
界
〔
と
〕
見
る
べ
き
で
あ
る
。
三
界
で
な
い
も
の
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
は
三
界
を
見
る
こ
と
と
み
な

せ
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。



一
三
二

﹇
抄
２
０
４
頁
﹈

１
釈
迦
大
師
道
、

　
　
不
如
三
界
見
於
三
界
。

２
コ
ノ
所
見
ス
ナ
ハ
チ
三
界
ナ
リ
、
此
三
界
ハ
所
見
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
リ
。
三
界
ハ
本
有
ニ
ア
ラ
ズ
、
◦
初
中
後
ニ
ア
ラ
ズ

（
１
〜
２
聞
書
）

。　

　
文
ニ
聞
タ
リ
。
実
此
三
界
様
、
本
有
、
今
有
、
新
成
、
因
縁
生
、
初
中
後
ニ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
條
、
勿
論
ナ
リ
。

３
出
離
三
界
ア
リ
、
今
此
三
界
ア
リ
。
コ
レ
機
関
ノ
機
関
ト
相
見
ス
ル
ナ
リ
、
葛
藤
ノ
葛
藤
ヲ
生
長
ス
ル
ナ
リ

（
３
聞
書
）。

　
出
離
三
界
ト
云
モ
打
任
テ
人
ノ
出
離
生
死
ナ
ム
ド
云
様
ニ
ハ
不
可
心
得
。
三
界
ガ
三
界
ヲ
出
離
ス
ル
ナ
リ
。
今
此
三
界
ト
云
、
今
ハ
詞
ハ
仰
三
世

ハ
現
在
ト
心
得
ヌ
ベ
シ
、
此
今
ト
云
則
釈
尊
ヲ
指
ナ
リ
。
此
今
ト
云
ト
三
界
ト
云
ト
ハ
、
機
関
ノ
機
関
ト
相
見
ス
ル
道
理
、
葛
藤
ノ
葛
藤
ヲ
マ
ツ
フ

道
理
ナ
ル
ベ
シ
。

１

不
如
三
界
見
於
三
界　
『
妙
法
華
』（
四
二
頁
下
一
五
行
）
不
如
三
界
見
於
三
界
。『
正
法
華
』（
一
一
三
頁
下
一
七
行
）
亦
不
三
界
如
来
所
行
不
見
三
處
。

２

本
有
ニ
ア
ラ
ズ
◦
初
中
後
ニ
ア
ラ
ズ　
『
抄
』
は
、
◦
の
個
所
で
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
今
有
に
あ
ら
ず
。
新
成
に
あ
ら
ず
、
因
縁
生
に
あ
ら
ず
、
三
界

は
」（
道
元
全
、
上
、
三
四
三
頁
一
四-

一
五
行
）
を
省
略
し
て
い
る
。

３

今
此
三
界　
『
妙
法
華
』（
一
四
頁
下
二
六-

二
七
行
）
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
。『
正
法
華
』（
七
七
頁
下
二
九
行-

七
八
頁

上
一
）
則
常
応
時
、
將
護
三
處
、
彼
見
燒
炙
、
皆
斯
吾
子
。



一
三
三

〔
第
二
段
〕

１
釈
迦
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
。

　
　
「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
。」

２
こ
の
見
ら
れ
る
も
の
が
す
な
わ
ち
三
界
で
あ
り
、
こ
の
三
界
は
見
ら
れ
る
ま
ま
の
も
の
で
あ
る
。
三
界
は
以
前
の
存
在
で
は
な
く
、
※
初
め

と
中
間
と
終
わ
り
で
は
な
い
。

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
に
お
い
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
実
に
、
こ
の
三
界
の
あ
り
方
、〔
即
ち
、〕
以
前
の
存
在
、
今
の
存
在
、
新
た
に
生
じ

る
も
の
、
因
と
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
各
項
目
は
、
論
じ
る
ま
で
も
な
い
。

３
三
界
を
出
離
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、「
今
此
三
界
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
働
き
の
根
拠
が
働
き
の
根
拠
と
互
い
に
見
る
こ
と
で
あ
り
、
葛
藤

が
葛
藤
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。

　
出
離
三
界
と
い
う
の
も
、
普
通
に
、
人
の
出
離
生
死
な
ど
と
い
う
よ
う
に
は
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
三
界
が
三
界
を
出
離
す
る
の
で
あ
る
。「
今

此
三
界
」
と
い
う
の
は
、
今
は
言
葉
は
仰
っ
て
、
三
世
は
現
在
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
今
と
い
う
の
は
、
即
ち
、
釈
尊
を
指
す

の
で
あ
る
。
此
今
と
い
う
の
と
三
界
と
い
う
の
は
、
働
き
の
根
拠
が
働
き
の
根
拠
と
互
い
に
見
る
と
い
う
道
理
、
葛
藤
が
葛
藤
を
絡
み
付
か
せ
る
道

理
で
あ
ろ
う
。

２
※

「
三
界
は
今
の
存
在
で
は
な
い
。
三
界
は
新
た
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
三
界
は
因
と
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
三
界
は
」



一
三
四

﹇
抄
２
０
４-

２
０
５
頁
﹈

４
今
此
三
界
ハ
、
三
界
ノ
所
見
ナ
リ
。
イ
ハ
ユ
ル
所
見
ハ
、
見
於
三
界
ナ
リ
。
見
於
三
界
ハ
、
見
成
三
界
ナ
リ
、
三
界
見
成
ナ
リ
、
見
成
公
案

ナ
リ
。

　
今
此
ト
云
ヘ
バ
、
今
此
ノ
詞
、
過
現
当
ノ
内
、
現
在
ト
聞
ユ
。
然
而
此
今
此
、
三
世
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ヌ
上
ハ
三
界
ノ
三
界
ヲ﹇
２
０
５
頁
﹈見
ル
道
理
ナ
ル

ベ
シ
。
此
ユ
ヘ
ニ
、
イ
ハ
ユ
ル
所
見
ハ
見
於
三
界
ナ
リ
、
見
於
三
界
ハ
見
成
三
界
ナ
リ
、
三
界
見
成
ナ
リ
ト
云
ナ
リ
。
所
詮
、
只
始
中
終
三
界
ナ
ラ

ヌ
一
法
モ
ナ
キ
道
理
ナ
ル
ベ
シ
。

５
ヨ
ク
三
界
ヲ
シ
テ
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ナ
ラ
シ
ム
、
是
則
皆
是
我
有
ナ
リ

（
５
聞
書
）。※

　
三
界
ヲ
シ
テ
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ナ
ラ
シ
ム
ト
云
ハ
、
全
非
別
物
。
三
界
ヲ
発
心
ト
モ
修
行
ト
モ
菩
提
涅
槃
ト
モ
談
ナ
リ
。
然
者
此
発
心
修
行
菩

提
涅
槃
等
、
浅
深
軽
重
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
道
理
、
顕
然
ナ
リ
。
是
ヲ
皆
是
我
有
ト
可
談
ナ
リ
。
皆
是
我
有
事
、
奥
ニ
委
可
被
釈
之
。

※
5

「
こ
の
ゆ
ゑ
に
」
ア
リ
（
道
元
全
）



一
三
五

４
「
今
此
三
界
」
と
は
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
世
間
で
一
般
的
に
言
わ
れ
る
見
ら
れ
る
も
の
と
は
、「
見
於
三
界
」
で
あ
る
。

「
見
於
三
界
」
と
は
、
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
三
界
で
あ
り
、
三
界
が
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
見
え
て
い

る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
真
理
で
あ
る
。

　
「
今
此
」
と
は
、「
今
此
」
の
言
葉
、
過
去
と
現
在
と
未
来
の
う
ち
、
現
在
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
今
此
」
は
、
三
世
に
関
わ
ら

な
い
か
ら
に
は
、
三
界
が
三
界
を
見
る
道
理
で
あ
ろ
う
。
こ
の
故
に
、
世
間
で
一
般
的
に
言
わ
れ
る
見
ら
れ
る
も
の
と
は
、「
見
於
三
界
」
で
あ
る
。

「
見
於
三
界
」
と
は
、
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
三
界
で
あ
り
、
三
界
が
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
た
だ
、
始
め
と
中
と
終
わ
り
、
三
界
で
な
い
一
つ
の
法
も
な
い
道
理
で
あ
ろ
う
。

５
〔「
見
於
三
界
」
が
〕
三
界
を
し
て
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
即
ち
、「
皆
是
我
有
」
で
あ
る
。

　
〔「
見
於
三
界
」
が
〕
三
界
〔
の
衆
生
〕
を
し
て
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
全
く
別
の
も
の
で
は
な
い
。
三
界

を
、
発
心
と
も
修
行
と
も
菩
提
涅
槃
と
も
論
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
等
は
、
浅
深
や
軽
重
が
あ
る

は
ず
は
な
い
道
理
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
皆
是
我
有
」
と
論
じ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。「
皆
是
我
有
」
と
い
う
事
、
奥
に
ゆ
だ
ね
て
こ
れ
を
解

釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。〔
こ
の
故
に
、〕



一
三
六

﹇
抄
２
０
５-

２
０
６
頁
﹈

６
釈
迦
大
師
道
、

　
　
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
。

７
イ
マ
此
三
界
ハ
、
如
来
ノ
我
有
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
尽
界
皆
三
界
ナ
リ

（
６
〜
７
聞
書
）。三

界
ハ
尽
界
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
。
8
今
此
ハ
過
現
当
来
ナ
リ
。
過
現
当

来
ノ
現
成
ハ
、
今
此
ヲ
罣
礙
セ
ザ
ル
ナ
リ
、
今
此
ノ
現
成
ハ
、
過
現
当
来
ヲ
罣
礙
ス
ル
ナ
リ
（
８
聞
書
）。

　
経
文
ヲ
被
引
、
今
此
三
界
ト
云
、
三
界
ハ
如
来
ノ
我
有
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
尽
界
皆
三
界
ナ
リ
、
三
界
ハ
尽
界
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
ト
ア
リ
、
分
明
ナ
リ
。

尽
界
ヲ
置
テ
是
ハ
我
有
ゾ﹇
２
０
６
頁
﹈ト
云
ニ
ア
ラ
ズ
、
三
界
ガ
我
有
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
。
又
今
此
ト
云
今
此
モ
時
分
ト
ハ
不
可
心
得
。
今
此
則
解
脱
ノ
今
此

ナ
ル
ベ
キ
ユ
ヘ
ニ
。
又
今
ノ
今
此
ハ
如
前
云
、
現
在
ヲ
云
カ
ト
聞
ユ
。
而
今
ハ
、
今
此
ハ
過
現
当
来
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
実
ニ
モ
我
ト
云
物
ヲ
置
テ
、

其
上
ニ
コ
ソ
三
世
ハ
立
ラ
ル
レ
。
今
ノ
今
此
ハ
過
現
当
ニ
カ
カ
ハ
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
道
理
ガ
又
過
現
当
ナ
リ
ト
ハ
云
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
又
過
現
当
来

ノ
現
成
ハ
今
此
ヲ
罣
礙
セ
ザ
ル
ナ
リ
ト
ハ
、
過
現
当
来
ト
談
ズ
ル
時
ハ
、
今
此
ハ
罣
礙
セ
ラ
レ
ザ
ル
ナ
リ
。
タ
ダ
過
現
当
ナ
ル
ベ
シ
。
又
今
此
ノ
現

成
ハ
過
現
当
来
ヲ
罣
礙
ス
ル
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
打
チ
カ
ヘ
タ
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
モ
、
今
此
ノ
姿
ノ
現
成
ノ
上
ハ
過
現
当
、
又
罣
礙
ス
ベ
シ
。
今
此
ノ

外
、
過
現
当
現
成
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
如
此
被
釈
ナ
リ
。

６

第
二
段
第
三
節
（
本
論
一
三
二
頁
）
参
照
。



一
三
七

６
〔
こ
の
故
に
、〕
釈
迦
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
。

　
　
「
今
、
此
の
三
界
は
、
皆
す
べ
て
、
私
の
も
の
（
我
有
）
で
あ
る
。
そ
の
中
の
衆
生
は
、
悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
（
悉
是
吾
子
）
で
あ
る
。」

７
今
、「
此
三
界
」
は
、
如
来
の
「
我
有
」
で
あ
る
が
故
に
、
尽
十
方
界
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
。
三
界
は
尽
十
方
界
で
あ
る
が
故
に
。
8「
今

此
」
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
で
あ
る
。
過
去
と
現
在
と
未
来
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、「
今
此
」
を
妨
げ
な
い
の
で
あ

る
。「
今
此
」
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。

　
経
文
を
引
用
し
て
「
今
此
三
界
」
と
い
う
、「
三
界
」
は
、
如
来
の
「
我
有
」
で
あ
る
が
故
に
、
尽
十
方
界
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
。
三
界
は
尽
十

方
界
で
あ
る
が
故
に
と
あ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
尽
十
方
界
を
別
に
し
て
、「
是
は
我
有
」
な
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
三
界
が
「
我
有
」
だ
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
今
此
」
と
い
う
の
は
、「
今
此
」
も
時
期
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。「
今
此
」、
即
ち
、
解
脱
の
「
今
此
」
で
あ
ろ
う
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
今
の
「
今
此
」
は
前
に
述
べ
た
通
り
、
現
在
を
い
う
か
と
思
わ
れ
る
。
た
っ
た
今
、「
今
此
」
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
い
か
に
も
「
我
」
と
い
う
も
の
を
置
い
て
、
そ
の
上
に
こ
そ
三
世
は
立
て
ら
れ
る
。
今
の
「
今
此
」
は
過
去
と
現
在
と
未
来
に

関
わ
る
べ
き
で
な
い
道
理
が
ま
た
過
去
と
現
在
と
未
来
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
過
去
と
現
在
と
未
来
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立

し
て
い
る
こ
と
は
、「
今
此
」
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
と
は
、
過
去
と
現
在
と
未
来
と
論
じ
る
時
は
、「
今
此
」
は
妨
げ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
唯
、

過
去
と
現
在
と
未
来
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
今
此
」
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
逆
に
な
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
今
此
」
の
姿
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
過
去
と
現
在
と
未
来

は
ま
た
妨
げ
る
で
あ
ろ
う
。「
今
此
」
の
外
に
、
過
去
と
現
在
と
未
来
は
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ

る
の
で
あ
る
。



一
三
八

﹇
抄
２
０
６-

２
０
７
頁
﹈

９
我
有
ハ
尽
十
方
界
真
実
人
体
ナ
リ
、
尽
十
方
界
沙
門
一
隻
眼
ナ
リ
。
10
衆
生
ハ
尽
十
方
界
真
実
体
ナ
リ
、
一
一
衆
生
ノ
生
衆
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
衆

生
ナ
リ聞
書
）

10
（

。

　
是
ハ
皆
是
我
有
ノ
我
有
ヲ
被
釈
ナ
リ
。
我
有
ハ
尽
十
方
界
真
実
人
体
ト
ア
リ
、
分
明
ナ
リ
。
衆
生
又
尽
十
方
界
真
実
体
ト
ア
リ
。
仏
ハ
覚
悟
如

来
、
衆
生
ハ
迷
妄
ノ
凡
夫
ナ
リ
ト
云
見
解
ハ﹇
２
０
７
頁
﹈不
可
残
ナ
リ
。
又
衆
生
ト
云
ハ
ア
ラ
ユ
ル
無
量
無
辺
ノ
数
多
キ
物
ヲ
取
集
タ
ル
名
目
ト
コ
ソ
聞

ユ
レ
。
然
而
生
衆
ト
談
ズ
レ
バ
前
ノ
見
解
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
只
生
ノ
上
ニ
衆
ト
云
詞
ヲ
付
レ
バ
、
日
来
ノ
衆
生
ノ
見
解
ハ
ハ
ナ
ル
ル
ナ
リ
。
ユ

ヘ
ニ
衆
生
ナ
リ
ト
被
決
之
。

11
悉
是
吾
子
ハ
、
子
也
全
機
現
ノ
道
理
ナ
リ聞

書
）

11
（

。
12
シ
カ
ア
レ
ド
モ
吾
子
必
身
体
髪
膚
ヲ
慈
父
ニ
ウ
ケ
テ
毀
破
セ
ズ
、
虧
闕
セ
ザ
ル
ヲ
、
子
現

成
ト
ス聞
書
）

12
（

。

　
是
又
悉
是
吾
子
ノ
経
文
ヲ
被
釈
。
此
悉
是
吾
子
ハ
子
也
全
機
現
ト
ア
リ
。
不
可
疑
。
打
任
ハ
父
子
相
並
タ
リ
。
是
吾
子
ハ
父
子
不
可
相
並
、
父
ア

ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
ユ
ヘ
ニ
子
也
全
機
現
ナ
ル
ベ
シ
。
如
此
ハ
ア
レ
ド
モ
、
今
ノ
所
談
モ
慈
父
釈
尊
ノ
皮
肉
ヲ
ウ
ケ
テ
コ
ソ
此
道
理
モ
現
前
ス
ル
ト
キ

ニ
、
吾
子
必
身
体
髪
膚
ヲ
慈
父
ニ
ウ
ケ
テ
毀
破
セ
ズ
虧
闕
セ
ザ
ル
ヲ
子
現
成
ト
ス
ト
ハ
云
ナ
リ
。

12

膚　
腐
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
三
九

９
「
我
有
」
は
、
尽
十
方
界
の
真
実
の
人
体
で
あ
り
、
尽
十
方
界
の
沙
門
の
一
方
の
眼
で
あ
る
。
10
「
衆
生
」
は
、
尽
十
方
界
の
真
実
の
体
で

あ
り
、
一
つ
一
つ
の
衆
生
の
生
が
多
い
か
ら
、
衆
生
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
「
皆
是
我
有
」
の
「
我
有
」
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。「
我
有
」
は
、
尽
十
方
界
の
真
実
の
人
体
と
あ
り
、
明
ら
か
で
あ
る
。
衆
生
は
ま

た
尽
十
方
界
の
真
実
の
体
と
あ
る
。
仏
は
悟
っ
た
如
来
で
あ
り
、
衆
生
は
迷
妄
の
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
残
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

衆
生
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
無
量
無
辺
の
数
多
き
も
の
を
取
り
集
め
た
名
称
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
衆
と
論
じ
れ
ば
、
前

の
見
解
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
生
の
上
に
衆
と
い
う
言
葉
を
付
け
れ
ば
、
日
来
の
衆
生
の
見
解
は
離
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
衆
生
で
あ
る

と
こ
れ
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

11
「
悉
是
吾
子
」
は
、
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
の
現
れ
と
い
う
道
理
で
あ
る
。
12
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、「
吾
子
」
は
、
必
ず
身
体
髪
膚
を
慈

父
よ
り
受
け
て
、
毀
さ
れ
ず
虧
け
て
い
な
い
の
を
、
子
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
ま
た
「
悉
是
吾
子
」
の
経
文
を
註
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
悉
是
吾
子
」
は
、
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
の
現
れ
が
あ
る
。
疑
っ
て

は
な
ら
な
い
。
普
通
は
父
子
は
並
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
「
吾
子
」
は
、
父
子
は
並
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
父
は
あ
る
は
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
子

こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
今
の
論
じ
ら
れ
る
所
も
慈
父
釈
尊
の
皮
と
肉
を
受
け
て
こ

そ
、
こ
の
道
理
も
現
れ
て
い
る
時
に
、「
吾
子
」
は
、
必
ず
身
体
髪
膚
を
慈
父
よ
り
受
け
て
、
毀
さ
れ
ず
虧
け
て
い
な
い
の
を
、
子
が
現
れ
て
い
る
ま

ま
に
成
立
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。



一
四
〇

﹇
抄
２
０
７-

２
０
８
頁
﹈

13
而
今
ハ
父
前
子
後
ニ
ア
ラ
ズ
、
子
前
父
後
ニ
ア
ラ
ズ
、
父
子
ア
ヒ
ナ
ラ
ベ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
、
吾
子
ノ
道
理
ト
云
ナ
リ
。
14
与
授
ニ
ア
ラ
ザ

レ
ド
モ
コ
レ
ヲ
ウ
ク
、
奪
取
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
コ
レ
ヲ
ヱ
タ
リ
。
去
来
ノ
相
ニ
ア
ラ
ズ
、
大
小
ノ
量
ニ
ア
ラ﹇
２
０
８
頁
﹈ズ
、
老
少
ノ
論
ニ
ア
ラ

ズ
、
老
少
ヲ
仏
祖
老
少
ノ
如
ク
保
任
ス
ベ
シ
。

　
如
文
。
打
任
ハ
父
前
子
後
ナ
ル
ベ
シ
。
但
今
所
談
ノ
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
、
尤
如
今
文
イ
ハ
ル
ベ
シ
。
非
可
疑
。
此
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
、
与
授
ニ
非
ト
モ

是
ヲ
ウ
ケ
、
奪
取
ノ
義
ニ
ア
ラ
ズ
ト
モ
是
ヲ
ヱ
タ
ル
道
理
、
顕
然
ナ
リ
。
此
上
ハ
去
来
ノ
相
ニ
モ
大
小
ノ
量
ニ
モ
ア
ラ
ザ
ル
道
理
ナ
ル
ベ
シ
。
仏
祖

所
談
ノ
老
少
ノ
如
ク
保
任
ス
ベ
シ
ト
ア
リ
。
尤
有
謂
事
ナ
リ
。

15
父
少
子
老
ア
リ
、
父
老
子
少
ア
リ
。
父
老
子
老
ア
リ
、
父
少
子
少
ア
リ聞

書
）

15
（

。

　
父
少
子
老
ハ
法
華
ノ
従
地
踊
出
品
時
事
ナ
リ
。
但
寿
量
品
時
、
已
五
百
塵
点
劫
ノ
久
遠
成
道
ナ
リ
。
非
可
不
審
。
然
而
此
父
少
子
老
、
其
心
地
ニ

ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
前
ニ
所
談
ノ
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
ニ
テ
可
了
見
合
モ
ノ
ナ
リ
。

15

父
少
子
老　
『
妙
法
華
』（
四
二
頁
上
一
一-

一
七
行
）
譬
如
少
壯
人
、
年
始
二
十
五
、
示
人
百
歳
子
、
髮
白
而
面
皺
。
是
等
我
所
生
、
子
亦
説
是
父
、

父
少
而
子
老
、
挙
世
所
不
信
。



一
四
一

13
今
は
、
父
が
先
で
、
子
が
後
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
子
が
先
で
、
父
が
後
で
あ
る
の
で
も
な
い
。
父
子
が
並
ん
で
い
る
の
で
な
い
こ
と
を
、

「
吾
子
」
の
道
理
と
い
う
の
で
あ
る
。
14
与
え
授
け
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
受
け
、
奪
い
取
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
得

る
の
で
あ
る
。
去
る
こ
と
と
来
る
こ
と
の
相
で
な
く
、
大
小
の
量
で
な
く
、
老
少
の
論
で
は
な
く
、
老
少
を
、
仏
祖
の
老
少
の
よ
う
に
自
分
の

も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
の
通
り
で
あ
る
。
普
通
は
、
父
が
先
で
、
子
が
後
で
あ
ろ
う
。
た
っ
た
今
論
じ
ら
れ
た
父
子
の
関
係
、
当
然
、
今
の
よ

う
な
文
が
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
父
子
の
関
係
、
与
え
授
け
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
受
け
、
奪
い
取
る

と
い
う
意
味
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
得
る
道
理
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
以
上
、
去
る
こ
と
と
来
る
こ
と
の
相
で
な
く
、
大
小

の
量
で
な
い
道
理
で
あ
ろ
う
。
仏
祖
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
老
少
の
よ
う
に
自
分
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
当
然
、
理
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

15
父
が
若
く
、
子
が
老
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
父
が
老
い
、
子
が
若
い
こ
と
が
あ
る
。
父
が
老
い
、
子
が
老
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
父
が

若
く
、
子
が
若
い
こ
と
が
あ
る
。

　
「
父
少
子
老
」
は
、『
法
華
経
』
の
「
従
地
踊
出
品
」
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
「
寿
量
品
」
の
時
、
す
で
に
五
百
塵
点
劫
の
久
遠
成
道
で
あ

る
。
不
鮮
明
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
父
少
子
老
」
は
、
そ
の
考
え
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
に
論
じ
ら
れ
た
父
子
の
関
係

に
よ
っ
て
対
応
を
知
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。



一
四
二

﹇
抄
２
０
８-

２
０
９
頁
﹈

16
チ
チ
ノ
老
ヲ
学
ス
ル
ハ
子
ニ
ア
ラ
ズ
、
子
ノ
少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
ハ
父
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム聞
書
）

16
（

。※

　
父
ノ
老
タ
ル
ハ
其
謂
有
ト
尋
常
ニ
心
得
バ
、
子
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ハ
被
嫌
心
地
ナ
リ
。
今
所
談
ノ
父
子
、
凡
見﹇
２
０
９
頁
﹈ヲ
ハ
ナ
レ
タ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
子
ノ

少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
ハ
チ
チ
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
ハ
、
此
上
ニ
ハ
又
父
ハ
老
、
子
ハ
少
ト
如
普
通
談
ゼ
ム
モ
不
可
有
苦
。
詞
ハ
同
ケ
レ
ド
モ
其
心
凡
見
ヲ
ハ

ナ
ル
ル
ユ
ヘ
ニ
。

17
父
子
同
時
ニ
生
現
ス
ル
父
子
ア
リ
、
父
子
同
時
ニ
現
滅
ス
ル
父
子
ア
リ
、
父
子
不
同
時
ニ
現
生
ス
ル
父
子
ア
リ
、
父
子
不
同
時
ニ
現
滅
ス
ル

父
子
ア
リ聞
書
）

17
（

。

　
是
ハ
只
如
前
云
、
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
ノ
道
理
如
此
。
ト
カ
ク
被
談
ト
モ
、
其
旨
趣
聊
モ
不
可
違
ナ
リ
。
父
子
同
時
ト
云
モ
争
打
任
テ
サ
ル
事
ア
ル
ベ

キ
。
今
ノ
父
子
ノ
理
ヲ
以
テ
同
時
ト
モ
生
現
ト
モ
仕
ナ
リ
。
此
生
現
ト
云
上
ハ
、
又
滅
ト
云
詞
ナ
カ
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
仍
以
今
父
子
理
ヲ
生
滅
ト

モ
仕
ナ
リ
。

※
16

『
正
法
眼
蔵
』
本
文
に
お
い
て
、
こ
の
記
述
に
続
け
て
次
の
一
節
が
あ
る
。「
子
の
老
少
と
、
父
の
老
少
と
、
か
な
ら
ず
審
細
に
功
夫
参
究
す
べ
し
、
倉

卒
な
る
べ
か
ら
ず
。」（
道
元
全
、
上
、
三
五
四
頁
一
五-

一
六
行
）

17

父
子
同
時
ニ
生
現
ス
ル　
（
泉
）（
森
）（
総
）（
道
元
全
○春
）（
眼
蔵
（
水
野
訳
註
））、
父
子
同
時
に
現
生
す
る
（
道
元
全
）



一
四
三

16
父
の
老
を
学
ぶ
の
は
子
で
は
な
い
。
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
。※

　
父
の
老
い
て
い
る
こ
と
は
そ
の
理
由
が
あ
る
と
普
通
に
理
解
す
れ
ば
、
子
で
は
な
い
と
は
、
斥
け
ら
れ
る
考
え
で
あ
る
。
今
、
論
じ
ら
れ
る
父
子
、

凡
夫
の
見
解
を
離
れ
て
い
る
が
故
に
、
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
と
は
、
こ
の
観
点
か
ら
は
ま
た
、
父
は
老
い
、
子
は
若
い
と
普

通
に
論
じ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
苦
を
も
つ
は
ず
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
言
葉
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
心
は
凡
夫
の
見
解
を
離
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

17
父
子
が
同
時
に
生
じ
現
れ
る
父
子
が
あ
り
、
父
子
が
同
時
に
現
滅
す
る
父
子
が
あ
り
、
父
子
が
不
同
時
に
現
れ
生
じ
る
父
子
が
あ
り
、
父
子

が
不
同
時
に
現
滅
す
る
父
子
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
た
だ
前
に
言
っ
た
通
り
、
父
子
の
関
係
の
道
理
は
こ
の
通
り
で
あ
る
。
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
も
、
そ
の
趣
旨
は
少
し
も
異
な
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
父
子
同
時
と
い
っ
て
も
、
ど
う
し
て
普
通
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
今
の
父
子
の
理
に
よ
っ
て
同
時
と
も
生
じ
現
れ

る
と
も
細
か
に
観
察
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
生
じ
現
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ま
た
滅
と
い
う
言
葉
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
今

に
な
っ
て
も
な
お
、
父
子
の
理
を
生
滅
と
も
細
か
に
観
察
す
る
の
で
あ
る
。

※
16

「
子
の
老
い
て
い
る
こ
と
と
若
い
こ
と
と
、
父
の
老
い
て
い
る
こ
と
と
若
い
こ
と
と
、
必
ず
審
細
に
功
夫
、
参
究
す
べ
き
で
あ
る
。
倉
卒
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。」
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四
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﹇
抄
２
０
９-

２
１
０
頁
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18
慈
父
ヲ
罣
礙
セ
ザ
レ
ド
モ
、
吾
子
ト
現
成
セ
リ
、
吾
子
ヲ
罣
礙
セ
ズ
シ
テ
、
慈
父
現
成
セ
リ
。

　
慈
父
ト
談
ズ
ル
ト
キ
ハ
全
慈
父
、
吾
子
ト
談
ズ
ル
時
ハ
子
也
全
機
現
ナ
リ
。
仍
慈
父
ヲ
モ
罣
礙
セ
ズ
吾
子
ヲ
モ
罣
礙
セ
ザ
レ
ド
モ
、
慈
父
モ
吾
子

モ
現
成
ス
ル
ナ
リ
。

19
有
心
衆
生
ア
リ
無
心
衆
生
ア
リ
、
有
心
吾
子
ア
リ﹇
２
１
０
頁
﹈無
心
吾
子
ア
リ
。
如
此
、
吾
子
子
吾
、
悉
釈
迦
慈
父
ノ
令
嗣
ナ
リ
。

　
此
有
無
ハ
仏
性
ノ
上
ニ
有
無
ヲ
談
ゼ
シ
ガ
如
シ
。
吾
子
モ
子
吾
ト
云
モ
皆
慈
父
釈
尊
ノ
令
嗣
ナ
リ
ト
云
ナ
リ
。

20
十
方
尽
界
ニ
ア
ラ
ユ
ル
過
現
当
来
ノ
諸
衆
ハ
、
十
方
尽
界
ノ
過
現
当
ノ
諸
仏
ナ
リ
。
諸
仏
ノ
吾
子
ハ
衆
生
ナ
リ
、
衆
生
ノ
慈
父
ハ
諸
仏
ナ

リ
。

　
六
道
四
生
ノ
ア
ラ
ユ
ル
諸
衆
ハ
皆
各
各
業
因
ニ
ヨ
リ
タ
ル
各
各
種
類
ト
コ
ソ
思
ツ
ル
ヲ
、
今
ハ
皆
過
現
当
ノ
諸
仏
ナ
リ
ト
ア
リ
。
実
、
今
ノ
所
談

ニ
ハ
仏
ノ
外
ニ
又
ノ
コ
ル
物
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
諸
仏
ノ
吾
子
ハ
衆
生
ナ
リ
、
衆
生
ノ
慈
父
ハ
諸
仏
ナ
リ
ト
ア
リ
、
是
ハ
別
ノ
風
情
ナ
ク
、
経
文
ニ
其

中
衆
生
悉
是
吾
子
ト
ア
リ
、
其
心
ナ
リ
。

18

吾
子
ト
現
成
セ
リ　
（
抄
）（
道
元
全
○春
）、
吾
子
を
現
生
せ
り
（
道
元
全
）



一
四
五

18
慈
父
を
妨
げ
な
く
と
も
、「
吾
子
」
を
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
、「
吾
子
」
を
妨
げ
ず
に
慈
父
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
す
る
の
で
あ

る
。

　
慈
父
と
論
じ
る
時
は
、
す
べ
て
慈
父
、「
吾
子
」
と
論
じ
る
時
は
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
慈
父
を
も
妨
げ

ず
「
吾
子
」
を
も
妨
げ
な
く
と
も
、
慈
父
も
「
吾
子
」
も
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

19
有
心
の
衆
生
が
あ
り
、
無
心
の
衆
生
が
あ
り
、
有
心
の
「
吾
子
」
が
あ
り
無
心
の
「
吾
子
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
吾
子
」
と
子
の
吾

は
、
す
べ
て
釈
迦
慈
父
の
令
嗣
で
あ
る
。

　
こ
の
有
無
は
、
仏
性
の
観
点
か
ら
有
無
を
論
じ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。「
吾
子
」
も
子
の
吾
と
い
う
の
も
、
皆
釈
迦
慈
父
の
令
嗣
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

20
十
方
尽
界
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
過
去
と
現
在
と
未
来
の
諸
衆
は
、
過
去
と
現
在
と
未
来
の
諸
仏
で
あ
り
、
諸
仏
の
吾
子
は
衆
生
で
あ
り
、

衆
生
の
慈
父
は
諸
仏
で
あ
る
。

　
六
道
四
生
の
あ
ら
ゆ
る
諸
衆
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
業
因
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
〔
が
あ
る
〕
と
こ
そ
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
今
は
皆
、
過
去

と
現
在
と
未
来
の
諸
仏
で
あ
る
と
あ
る
。
実
に
、
今
の
所
論
に
は
、
仏
の
外
に
は
ま
た
残
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
諸
仏
の
吾
子
は
衆
生
で
あ
り
、

衆
生
の
慈
父
は
諸
仏
で
あ
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
別
の
趣
は
な
く
、
経
文
に
「
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
」
と
あ
り
、
そ
の
心
で
あ
る
。



一
四
六

﹇
抄
２
１
０-

２
１
１
頁
﹈

21
シ
カ
ア
レ
バ
則
、
百
草
ノ
花
果
ハ
諸
仏
ノ
我
有
ナ
リ
、
巌
石
ノ
大
小
ハ
諸
仏
ノ
我
有
ナ
リ
。

　
百
草
ノ
花
果
、
巌
石
ノ
大
小
ヲ
、
今
ハ
諸
仏
ノ
我
有
ナ
リ
ト
可
談
ト
云
ナ
リ
。

22
安
処
ハ
林
野
ナ
リ
、
林
野
ハ
已
離
ナ
リ
。
シ
カ
モ
如
此﹇
２
１
１
頁
﹈ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
如
来
道
ノ
宗
旨
ハ
吾
子
ノ
道
ノ
ミ
ナ
リ
、
其
父
ノ
道
イ
マ

ダ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
ト
参
究
ス
ベ
シ聞
書
）

22
（

。

　
是
ハ
法
華
経
ノ
譬
喩
品
長
者
偈
ニ
、
如
来
已
離
、
三
界
火
宅
、
寂
然
閑
居
、
安
処
林
野
ノ
文
ヲ
被
載
ナ
リ
。
是
ハ
如
来
ハ
三
界
ノ
火
宅
を
離
テ
、

サ
ル
イ
ミ
ジ
キ
所
ニ
遊
戯
シ
テ
御
ト
心
得
タ
リ
。
安
処
ハ
林
野
ナ
リ
、
林
野
ハ
已
離
ナ
リ
。
文
。
此
已
離
ノ
詞
ハ
諸
悪
莫
作
ノ
詞
ニ
可
習
。
林
野
ハ

已
離
ナ
リ
。
此
林
野
ノ
姿
、
已
離
ノ
道
理
ナ
ル
ベ
シ
。
如
此
ノ
道
理
ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
如
来
道
ノ
宗
旨
ハ
悉
是
吾
子
ノ
道
ハ
ア
レ
ド
モ
、
其
父
ノ
道

イ
マ
ダ
ナ
シ
ト
ハ
、
経
文
ノ
上
ニ
其
父
ノ
詞
ナ
キ
所
ヲ
如
此
云
ナ
リ
。
然
而
此
道
理
、
其
父
ノ
詞
ノ
有
無
ニ
依
テ
理
非
ノ
相
違
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル

歟
。
所
詮
安
処
林
野
ノ
談
ノ
前
ニ
ハ
火
宅
ト
云
事
総
テ
不
可
有
ナ
リ
。
打
任
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
心
得
ハ
、
善
悪
ニ
カ
カ
ハ
ル
ベ
シ
。
取
捨
ノ
心
地
不
免
、

旁
其
失
多
ナ
リ
。

22

安
処
ハ
林
野
ナ
リ
、
林
野
ハ
已
離
ナ
リ　
『
妙
法
華
』（
一
四
頁
下
二
四-

二
七
行
）
如
来
已
離
、 

三
界
火
宅
、
寂
然
閑
居
、
安
処
林
野
。
今
此
三
界
、

皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
。



一
四
七

21
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
百
の
草
の
花
や
果
実
は
、
諸
仏
の
「
我
有
」
で
あ
り
、
岩
石
の
大
小
は
諸
仏
の
「
我
有
」
で
あ

る
。

　
百
の
草
の
花
や
果
実
、
岩
石
の
大
小
を
今
は
諸
仏
の
「
我
有
」
で
あ
る
と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

22
安
処
は
林
野
で
あ
る
。
林
野
は
す
で
に
離
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
如
来
が
お
説
き
に
な
っ
た
宗
旨
は
「
吾

子
」
の
説
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
父
の
説
は
ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
と
参
究
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
長
者
の
偈
に
お
い
て
、「
如
来
已
離
、
三
界
火
宅
、
寂
然
閑
居
、
安
処
林
野
」
の
文
を
載
せ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
如
来
は
三
界
の
火
宅
を
離
れ
て
、
あ
る
酷
い
所
に
お
い
て
自
由
自
在
に
振
る
舞
い
、
動
か
す
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
安
処
は
林
野
で

あ
る
。
林
野
は
す
で
に
離
れ
て
い
る
。
文
。
こ
の
「
已
離
」
の
言
葉
は
、「
諸
悪
莫
作
」
の
言
葉
に
お
い
て
学
習
す
べ
き
で
あ
る
。
安
処
は
林
野
で
あ

る
。
こ
の
林
野
の
姿
、
す
で
に
離
れ
て
い
る
道
理
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
道
理
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
如
来
の
い
う
宗
旨
は
す
べ
て
皆
、「
吾
子
」

の
説
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
父
の
説
は
ま
だ
な
い
と
い
う
の
は
、
経
文
の
上
に
そ
の
父
と
い
う
言
葉
が
な
い
所
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
道
理
は
、
そ
の
父
と
い
う
言
葉
の
有
無
に
依
拠
し
て
、
理
非
の
相
違
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
安
処
林
野
の
論
の
前
に
は
、
火
宅
と
い
う
事
は
す
べ
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
普
通
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
は
、
善
悪
に
関
わ
る
で

あ
ろ
う
。
取
捨
の
考
え
は
免
れ
ず
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
過
失
は
多
い
の
で
あ
る
。



一
四
八

﹇
抄
２
１
１-

２
１
２
頁
﹈

１
釈
迦
牟
尼
仏
道
、

　
　

 
諸
仏
応
化
法
身
、
亦
不
出
三
界
。
三
界
外
無
衆
生
、
仏
何
所
化
。
是
故
我
言
、
三
界
外
別
有
一
衆
生
界
蔵
者
、
外
道
大
有
経
中
説
、
非
七

仏
之
所
説
（
１
聞
書
）。

﹇
２
１
２
頁
﹈
２
ア
キ
ラ
カ
ニ
参
究
ス
ベ
シ
、
諸
仏
応
化
法
身
ハ
、
皆
コ
レ
三
界
ナ
リ
。
三
界
ハ
無
外
ナ
リ
。
３
タ
ト
ヘ
バ
如
来
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如

シ
、
牆
壁
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
シ
。
三
界
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
ク
、
衆
生
無
外
ナ
リ
。
４
無
衆
生
ノ
所
、
仏
何
所
化
ナ
リ
、
仏
所
化
ハ
必
衆
生
ナ

リ
。

　
是
ハ
仁
王
経
文
歟
。
諸
仏
応
化
法
身
ノ
姿
ハ
衆
生
ヲ
済
度
シ
給
ハ
ム
料
ト
ノ
ミ
心
得
。
教
ニ
モ
此
文
ハ
界
内
事
教
、
無
下
ニ
ア
サ
キ
事
ト
談
歟
。

而
今
ハ
諸
仏
応
化
法
身
ハ
皆
是
三
界
ナ
リ
、
三
界
ハ
無
外
ナ
リ
ト
ア
リ
。
今
ハ
此
諸
仏
応
化
法
身
ノ
姿
ヲ
ヤ
ガ
テ
三
界
ト
談
ズ
ル
上
ハ
、
三
界
ニ
仏

ノ
出
給
ト
云
見
ハ
止
ヌ
。
仏
ハ
能
出
ノ
教
主
、
三
界
ハ
所
化
ノ
土
ト
云
旧
見
、
コ
コ
ニ
ハ
被
破
了
。
三
界
ハ
無
外
ナ
リ
ト
ハ
、
三
界
ノ
外
ニ
物
ナ
キ

所
ヲ
如
此
云
ナ
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
如
来
ノ
無
外
ナ
ル
如
シ
ト
ハ
、
如
来
ノ
姿
、
辺
際
ナ
シ
。
然
者
今
ノ
三
界
モ
又
如
此
ナ
ル
ベ
シ
。

１

諸
仏
応
化
法
身
…
…
非
七
仏
之
所
説　
『
仁
王
経
』
上
、「
菩
薩
教
化
品
第
三
」（
八
二
七
頁
一-

四
行
）



一
四
九

〔
第
三
段
〕１釈

迦
牟
尼
仏
が
お
説
き
に
な
っ
た
。

　
　
　

 「
諸
仏
の
応
、
化
、
法
身
も
ま
た
三
界
を
出
な
い
。
三
界
の
外
に
衆
生
は
存
在
し
な
い
。
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
。
こ
の
故
に
、
私
は

言
う
。「
三
界
の
外
に
別
に
一
衆
生
界
蔵
が
あ
る
と
は
、
外
道
の
大
有
道
経
の
説
で
あ
っ
て
、
七
仏
の
説
で
は
な
い
」
と
。」

２
明
ら
か
に
参
究
す
べ
き
で
あ
る
。「
諸
仏
の
応
、
化
、
法
身
」
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
。
三
界
は
外
が
な
い
の
で
あ
る
。

３
例
え
ば
、
如
来
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
、
牆
壁
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
、
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
よ
う
に
、
衆

生
に
と
っ
て
外
が
な
い
の
で
あ
る
。
４
「
無
衆
生
」
の
と
こ
ろ
は
、「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
。
仏
が
教
化
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
衆

生
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、『
仁
王
経
』
の
経
文
か
。「
諸
仏
応
化
法
身
」
の
姿
は
衆
生
を
済
度
な
さ
る
た
め
と
の
み
と
理
解
さ
れ
る
。
教
説
に
も
こ
の
経
文
は
、
界

内
事
教
は
ひ
ど
く
浅
い
事
と
論
じ
る
か
。
以
後
は
、「
諸
仏
応
化
法
身
」
は
す
べ
て
皆
三
界
で
あ
る
。
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
あ
る
。
今
は
こ
の

「
諸
仏
応
化
法
身
」
の
姿
を
直
ち
に
三
界
と
論
じ
る
観
点
か
ら
は
三
界
に
仏
が
お
出
で
く
だ
さ
る
と
い
う
見
解
は
終
わ
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
仏
は

出
る
教
主
、
三
界
は
教
化
さ
れ
る
も
の
の
世
界
と
い
う
旧
い
見
解
は
、
こ
こ
で
は
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
は
、
三
界
の

外
に
事
物
が
な
い
と
こ
ろ
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
如
来
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
」
と
は
、
如
来
の
姿
は
辺
際
が
な

い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
今
の
三
界
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。



一
五
〇

﹇
抄
２
１
２-

２
１
３
頁
﹈

今
牆
壁
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
シ
ト
ア
ル
ゾ
、
立
耳
ヤ
ウ
ナ
リ
。
仏
ノ
無
外
ハ
尤
有
謂
。
牆
壁
ノ
詞
不
審
ナ
レ
ド
モ
、
祖
門
ニ
此
詞
又
常
用
付
タ
ル
詞
、

始
テ
非
可
驚
。
三
界
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
ク
衆
生
無
外
ナ
リ
ト
ア
リ
。
是
又
現
成
公
案
ニ
諸
法
仏
法
ノ
上
ニ
有
衆
生
ト
云
ヒ
シ﹇
２
１
３
頁
﹈衆
生
ナ
ル
ベ

シ
。
実
此
衆
生
、
無
外
ナ
ル
ベ
シ
。
無
衆
生
ノ
所
、
仏
何
所
化
ナ
リ
ト
ハ
、
化
ス
ベ
キ
衆
生
ガ
ナ
ク
テ
仏
ハ
何
ヲ
カ
化
ス
ベ
キ
ト
云
ニ
ア
ラ
ズ
、
衆

生
無
外
ノ
道
理
ヲ
ヤ
ガ
テ
仏
何
所
化
ト
ハ
云
ナ
リ
。
化
ス
ベ
キ
物
ヲ
置
テ
思
惟
シ
テ
何
ヲ
カ
化
ス
ベ
キ
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
仏
所
化
ハ
必
衆
生
ナ
リ

ト
ハ
衆
生
無
外
ナ
リ
ト
イ
ハ
ル
ル
衆
生
ノ
姿
ヲ
仏
何
所
化
ト
イ
フ
所
ガ
仏
所
化
ハ
必
衆
生
ナ
リ
ト
ハ
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。

５
シ
ル
ベ
シ
、
三
界
外
ニ
一
衆
生
界
蔵
ヲ
ア
ラ
セ
シ
ム
ル
ハ
、
外
道
大
有
経
ナ
リ
、
七
仏
経
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

　
如
文
。
衆
生
無
外
ナ
リ
ト
談
ズ
ル
上
ハ
、
勿
論
シ
カ
ル
ヲ
、
三
界
ノ
外
ニ
又
各
別
ニ
一
衆
生
界
蔵
ア
リ
ト
云
所
ヲ
如
此
被
嫌
ナ
リ
。

4

抄　
諸
法
仏
法
ノ
上
ニ
有
衆
生　
『
正
法
眼
蔵
』「
現
成
公
案
」（
道
元
全
、
上
、
七
頁
三
行
）「
諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
、
す
な
は
ち
迷
悟
あ
り
修
行
あ
り
、

生
あ
り
死
あ
り
、
諸
仏
あ
り
衆
生
あ
り
。」



一
五
一

今
、
牆
壁
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
、
と
あ
る
の
は
、
立
て
る
の
み
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
仏
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
は
、
当
然
、

理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。
牆
壁
の
言
葉
は
不
鮮
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
祖
門
に
お
い
て
こ
の
言
葉
は
ま
た
常
に
用
い
付
け
る
言
葉
で
あ
り
、
始
め
て

驚
く
べ
き
で
は
な
い
。
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
よ
う
に
、
衆
生
に
と
っ
て
外
が
な
い
の
で
あ
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、「
現
状
公
案
」
に
お
い

て
、「
諸
法
〔
の
〕
仏
法
」
の
上
に
「
衆
生
あ
り
」
と
い
わ
れ
た
衆
生
で
あ
ろ
う
。
実
に
、
こ
の
衆
生
〔
に
と
っ
て
〕、
外
が
な
い
で
あ
ろ
う
。「
無
衆

生
」
の
と
こ
ろ
は
、「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
と
は
、
教
化
す
べ
き
衆
生
が
な
く
て
仏
は
何
を
教
化
す
べ
き
か
と
い
う
の
で
は
な
い
。
衆

生
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
い
う
道
理
を
と
り
も
な
お
さ
ず
「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
教
化
す
べ
き
も
の
を
別
に
し
て
思
惟

し
て
「
何
を
か
化
す
べ
き
」
と
い
う
の
で
は
な
い
。
仏
が
教
化
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
衆
生
で
あ
る
と
は
、
衆
生
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
い
わ
れ
る
衆

生
の
姿
を
「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
仏
が
教
化
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
衆
生
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

５
知
る
べ
き
で
あ
る
。「
三
界
の
外
に
」
に
「
一
衆
生
界
蔵
」
を
あ
ら
し
め
る
の
は
、「
外
道
の
大
有
経
」
で
あ
っ
て
、「
七
仏
」
経
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
の
通
り
で
あ
る
。
衆
生
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
論
じ
る
観
点
か
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
よ
う
で
あ
る
が
、「
三
界
の

外
に
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
別
に
一
衆
生
界
蔵
が
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
斥
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



一
五
二

﹇
抄
２
１
３-

２
１
４
頁
﹈

６
唯
心
ハ
一
二
ニ
ア
ラ
ズ
、
三
界
ニ
ア
ラ
ズ
、
出
三
界
ニ
非
ズ
、
無
有
錯
謬
ナ
リ
（
６
聞
書
）。
７
有
慮
知
念
覚
ナ
リ
、
無
慮
知
念
覚
ナ
リ
、
牆
壁
瓦
礫

ナ
リ
、
山
河
大
地
ナ
リ
（
７
聞
書
）。
８
心
コ
レ
皮
肉
骨
髄
ナ
リ
、
心
コ
レ
拈
花
破
顔
ナ
リ
。

　
前
ニ
ハ
三
界
唯
一
心
ノ
三
界
ノ
様
ヲ
被
釈
、
コ
コ
ヨ
リ
ハ
一
心
ノ
詞
ヲ
被
釈
ナ
リ
。
唯
心
ハ
一
二
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ハ
、
唯
一
心
ト
云
ヘ
バ
此
心
ガ
一

二
ノ
詞
ニ
カ
カ
ハ
リ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
聞
ユ﹇
２
１
４
頁
﹈ル
所
ヲ
一
二
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
三
界
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ハ
、
三
界
ヲ
置
テ
ヘ
ヌ
シ
ニ
シ
テ
、
是
ヲ

唯
一
心
ゾ
ト
云
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
聞
ユ
。
其
ヲ
只
唯
一
心
ト
云
ハ
ム
時
ハ
三
界
ノ
詞
モ
不
用
、
只
一
心
ハ
一
心
ニ
テ
ア
ル
ベ
シ
ト
云
ナ
リ
。
出
三
界
ニ
ア

ラ
ズ
ト
云
モ
、
打
任
テ
三
界
ヲ
出
ナ
ム
ト
云
様
ニ
ハ
不
可
心
得
。
無
有
錯
謬
ノ
詞
ハ
、
ア
ヤ
マ
リ
ナ
シ
ト
云
詞
ナ
リ
。
又
此
唯
一
心
ノ
心
ノ
上
ニ
置

テ
例
有
慮
知
念
覚
、
無
慮
知
念
覚
、
牆
壁
瓦
礫
、
山
河
大
地
等
ヲ
談
ズ
ベ
シ
ト
ナ
リ
。
心
コ
レ
皮
肉
骨
髄
ナ
リ
ト
ア
ル
ゾ
、
不
審
ナ
ル
詞
ト
聞
ユ
。

其
ユ
ヘ
バ
、
皮
肉
骨
髄
ハ
身
ニ
付
タ
ル
物
ナ
リ
、
心
ニ
ヤ
ハ
ア
ル
ベ
キ
ナ
レ
ド
モ
、
今
ノ
心
ノ
上
ニ
ハ
皮
肉
骨
髄
ト
談
ゼ
ム
、
更
不
可
違
乱
者
ナ

リ
。
釈
尊
ト
迦
葉
ト
ノ
破
顔
微
笑
ハ
彼
是
心
ガ
通
ジ
タ
ル
ト
コ
ソ
心
得
タ
ル
ヲ
、
今
ノ
破
顔
微
笑
ノ
姿
ヲ
ヤ
ガ
テ
心
ト
談
ナ
リ
。



一
五
三

６
唯
心
は
一
つ
二
つ
で
は
な
い
。
三
界
で
は
な
い
。
三
界
を
出
た
も
の
で
は
な
い
。
錯
謬
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
７
有
の
慮
知
念
覚
で

あ
り
、
無
の
慮
知
念
覚
で
あ
る
。
牆
壁
瓦
礫
で
あ
り
、
山
河
大
地
で
あ
る
。
８
心
は
皮
肉
骨
髄
で
あ
り
、
心
は
拈
花
破
顔
で
あ
る
。

　
前
に
、「
三
界
唯
一
心
」
の
「
三
界
」
の
有
り
様
を
解
釈
し
、
こ
こ
か
ら
は
「
一
心
」
の
言
葉
を
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
唯
心
は
一
つ
二
つ
で
は

な
い
と
は
、「
唯
一
心
」
と
い
え
ば
、
こ
の
心
が
一
や
二
の
言
葉
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
、「
一
つ
二
つ
で
は
な
い
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
三
界
で
は
な
い
と
は
、
三
界
を
別
に
し
て
、
へ
ぬ
し
に
し
て
、
こ
れ
を
「
唯
一
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
れ
を
た
だ
「
唯
一
心
」
と
い
お
う
と
す
る
時
は
、
三
界
の
言
葉
も
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
た
だ
一
心
は
一
心
に
よ
っ
て
あ
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
三
界
を
出
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
も
、
普
通
に
三
界
を
出
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
は
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
錯
謬

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
言
葉
は
、
謬
り
が
な
い
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
唯
一
心
」
の
心
の
観
点
か
ら
は
、
例
え
ば
、
有

の
慮
知
念
覚
、
無
の
慮
知
念
覚
、
牆
壁
瓦
礫
、
山
河
大
地
等
を
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
心
は
皮
肉
骨
髄
で
あ
る
と
あ
る
の
は
、

不
鮮
明
な
言
葉
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
皮
肉
骨
髄
は
身
に
付
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
心
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
の
心
の
観
点

か
ら
は
、
皮
肉
骨
髄
と
論
じ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
違
乱
す
べ
か
ら
ざ
る
者
で
あ
る
。
釈
尊
と
迦
葉
と
の
破
顔
微
笑
は
、
様
々
な
心
が
通
じ
て
い
る

と
思
っ
て
こ
そ
理
解
し
て
い
る
が
、
今
の
破
顔
微
笑
の
姿
を
と
り
も
な
お
さ
ず
心
で
あ
る
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。



一
五
四

﹇
抄
２
１
４-

２
１
５
頁
﹈

９
有
心
ア
リ
、
無
心
ア
リ
。
有
身
ノ
心
ア
リ
、
無
身
ノ
心
ア
リ
。
身
先
ノ
心
ア
リ
、
身
後
ノ
心
ア
リ
。
身
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア

リ
、
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
リ
（
９
聞
書
）。

　
此
心
ノ
上
ニ
無
尽
ノ
理
ヲ
被
談
ナ
リ
、
是
則
心
ノ
荘
厳
功
徳
ナ
ル
ベ
シ
。
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
リ﹇
２
１
５
頁
﹈ト
ハ
云
ニ
ク
キ
ヤ
ウ
ニ

聞
ユ
。
然
而
今
ノ
所
談
ニ
ハ
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ
モ
、
尤
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。

10
青
黄
赤
白
コ
レ
心
ナ
リ
、
長
短
方
円
コ
レ
心
ナ
リ
、
生
死
去
来
コ
レ
心
ナ
リ
、
年
月
日
時
コ
レ
心
ナ
リ
、
◦
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
諸
法
実
相
心

ナ
リ
、
唯
仏
与
仏
心
ナ
リ聞
書
）

10
（

。

　
文
ニ
聞
タ
リ
、
尤
右
ニ
所
挙
詞
共
ヲ
、
今
ハ
皆
心
ト
可
談
ナ
リ
。
此
詞
許
ニ
不
可
限
。
百
千
無
量
ノ
詞
ヲ
挙
テ
心
ト
可
談
ナ
リ
。
不
可
有
際
限
。

10

心
ナ
リ
、
◦
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
　『
抄
』
は
こ
こ
に
次
の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
夢
幻
空
華
こ
れ
心
な
り
、
水
沫
泡
焰
こ
れ
心
な
り
、
春
華
秋
月
こ
れ
心
な

り
、
造
次
顚
沛
こ
れ
心
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
毀
破
す
べ
か
ら
ず
。」（
道
元
全
、
上
、
三
五
五
頁
一
七-

一
九
行
）
を
省
略
し
て
い
る
。



一
五
五

９
有
心
が
あ
り
、
無
心
が
あ
る
。
有
身
の
心
が
あ
り
、
無
身
の
心
が
あ
る
。
身
先
の
心
が
あ
り
、
身
後
の
心
が
あ
る
。
身
を
生
じ
る
こ
と
に
胎

卵
湿
化
の
種
品
が
あ
り
、
心
を
生
じ
る
こ
と
に
胎
卵
湿
化
の
種
品
が
あ
る
。

　
こ
の
心
の
観
点
か
ら
無
尽
の
理
を
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
即
ち
、
心
の
荘
厳
功
徳
で
あ
ろ
う
。
心
を
生
じ
る
こ
と
に
胎
卵
湿
化
の
種

品
が
あ
る
と
は
、
言
い
難
い
よ
う
に
伝
わ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
の
所
論
に
お
い
て
、
心
を
生
じ
る
の
に
も
、
当
然
、
胎
卵
湿
化
の
種
品
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

10
青
黄
赤
白
が
心
で
あ
り
、
長
短
方
円
が
心
で
あ
り
、
生
死
去
来
が
心
で
あ
り
、
年
月
日
時
が
心
で
あ
る
。
…
…
こ
う
い
う
わ
け
で
、
諸
法
実

相
心
で
あ
り
、
唯
仏
与
仏
心
で
あ
る
。

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
に
お
い
て
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
、
右
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
々
の
言
葉
を
、
今
は
す
べ
て
心
と
論
じ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
言
葉
ば
か
り
に
限
る
べ
き
で
は
な
い
。
百
千
無
量
の
言
葉
を
挙
げ
て
、
心
と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
際
限
が
あ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ

る
。

10

（
省
略
個
所
）「
夢
幻
空
華
が
心
で
あ
り
、
水
沫
泡
焰
が
心
で
あ
り
、
春
華
秋
月
が
心
で
あ
り
、
造
次
顚
沛
が
心
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
毀

し
て
は
な
ら
な
い
。」



一
五
六

﹇
抄
２
１
５-

２
１
６
頁
﹈

１
玄
沙
院
宗
一
大
師
問
地
蔵
院
真
応
大
師
云
、
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
。
2
真
応
指
椅
子
曰
、
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
。
3
大
師
云
、
椅
子
。

4
真
応
曰
、
和
尚
不
会
三
界
唯
心
。
5
大
師
云
、
我
喚
遮
箇
作
竹
木
、
汝
喚
作
什
麼
。
6
真
応
曰
、
桂
琛
亦
喚
作
竹
木
。
7
大
師
云
、
尽
大
地

覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
。

8
イ
マ
大
師
ノ
問
取
ス
ル
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
ハ
、
作
麼
生
会
、
未
作
麼
生
会
、
ヲ
ナ
ジ
ク
三
界
唯
心
ナ
リ
。
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、
未
三
界
唯

心
ナ
ル
ベ
シ
（
７
〜
８
聞
書
）。

　
玄
砂
与
真
応
ハ
師
弟
ナ
リ
、
実
無
何
雲
水
等
ノ
問
答
ニ
ハ
異
ベ
シ
。
大
師
ノ
真
応
ニ
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生﹇
２
１
６
頁
﹈会
ノ
詞
ハ
弟
子
ニ
、
汝
、
三

界
唯
心
ヲ
イ
カ
ニ
ト
心
得
タ
ル
ゾ
ト
被
不
審
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
聞
ユ
。
作
麼
生
ノ
詞
、
不
始
于
今
事
ナ
リ
。
唯
心
ノ
理
作
麼
生
ナ
ル
ベ
シ
。
コ
コ
ニ
、
真

応
指
椅
子
曰
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
。
此
詞
又
三
界
唯
心
ト
ハ
此
椅
子
ナ
リ
、
和
尚
ハ
ナ
ニ
ト
カ
セ
ム
ト
云
タ
ル
ニ
似
タ
リ
。
コ
コ
ニ
大
師
又
椅
子
ト

被
仰
。
只
真
応
ノ
心
地
ニ
同
タ
リ
。
此
時
、
真
応
曰
、
和
尚
不
会
三
界
唯
心
。
是
ハ
只
前
ノ
詞
ヲ
奪
テ
椅
子
ト
同
詞
ヲ
大
師
被
仰
時
ニ
、
三
界
唯
心

ヲ
バ
心
得
ザ
リ
ケ
リ
ト
被
仰
ト
キ
コ
ユ
。

１
〜
７『
伝
灯
録
』
巻
二
一
、
四
一
七
頁
上
一
三-

一
七
行
。



一
五
七

〔
第
四
段
〕

１
玄
沙
院
宗
一
大
師
が
、
地
蔵
院
真
応
大
師
に
問
う
て
い
っ
た
。「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
。」

2
真
応
は
椅
子
を
指
し
て
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
。」

3
大
師
は
言
っ
た
。「
椅
子
。」

4
真
応
は
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。」

5
大
師
は
言
っ
た
。「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
。
汝
は
喚
ん
で
何
と
す
る
か
。」

6
真
応
は
言
っ
た
。「〔
私
〕
桂
琛
も
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
。」

7
大
師
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

8
今
、
大
師
が
問
う
て
い
る
「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
か
」
と
は
、「
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
」
と
し
て
も
、
未
だ
ど
の
よ
う

に
も
会
得
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
同
じ
く
「
三
界
唯
心
」
で
あ
る
。
こ
の
故
に
「
未
三
界
唯
心
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
玄
沙
と
真
応
は
師
弟
で
あ
る
。
実
に
、
ど
う
と
い
う
こ
と
の
な
い
雲
水
等
の
問
答
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
師
が
真
応
に
「
三
界
唯
心
、
汝
は

ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
か
」
の
言
葉
は
、
弟
子
に
、
三
界
唯
心
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
と
不
鮮
明
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
作
麼
生
の

言
葉
、
今
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
唯
心
の
理
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、「
真
応
は
椅
子
を
指
し
て
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
こ

れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
。」」。
こ
の
言
葉
は
ま
た
「
三
界
唯
心
」
と
は
、
こ
の
「
椅
子
」
で
あ
る
。
和
尚
は
何
に
な
ろ
う
か
、
何
も
な
り
は
し

な
い
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
に
大
師
ま
た
「
椅
子
」
と
仰
る
。
た
だ
、
真
応
の
考
え
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
時
、「
真
応
は
言
っ

た
。「
和
尚
は
、
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。」」。
こ
れ
は
た
だ
前
の
言
葉
を
奪
っ
て
、
椅
子
と
同
じ
言
葉
を
大
師
が
仰
っ
た
時
に
、
三

界
唯
心
を
理
解
し
な
か
っ
た
と
仰
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



一
五
八

﹇
抄
２
１
６-

２
１
７
頁
﹈

祖
師
ノ
詞
ヲ
仰
凡
見
、
如
此
一
一
ノ
打
任
タ
ル
問
答
ニ
キ
コ
ユ
ベ
シ
。
又
被
心
得
ヌ
ベ
シ
。
如
爾
心
得
バ
只
凡
見
ナ
ル
ベ
シ
、
非
ル
祖
師
問
答
ベ

シ
。
大
方
モ
於
弟
子
身
、
師
ヲ
争
如
此
ハ
サ
グ
ベ
キ
ト
覚
ユ
。
其
上
此
詞
、
努
努
打
任
タ
ル
心
地
ヲ
以
テ
仏
法
ヲ
心
得
タ
リ
、
心
得
ズ
ナ
ム
ド
、
分

別
得
失
ノ
儀
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
三
界
ノ
上
、
三
界
上
不
、
三
界
ノ
道
理
ヲ
ト
カ
ク
被
述
ナ
リ
。

　
又
大
師
云
、
我
喚
遮
箇
作
竹
木
、
汝
喚
作
什
麼
ト
ア
リ
。
是
ハ
前
ノ
詞
ニ
ハ
椅
子
ト
ア
リ
、
今
ハ
竹
木
ト
ア
リ
、
是
ハ
イ
ヅ
レ
モ
椅
子
ナ
リ
、
更

不
可
違
。

　
真
応
曰
、
桂
琛
亦
喚
作
竹
木
ト
ア
レ
バ
大
師
与
真
応
詞
不
相
違
、
同
心
ト
聞
ユ
。

　
コ
コ
ニ﹇
２
１
７
頁
﹈大
師
云
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
ナ
リ
ト
ア
リ
。
此
詞
ハ
会
仏
法
人
ノ
ナ
キ
事
ヲ
打
任
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
ハ
不
可
心
得
。
此
御

釈
、
奥
ニ
委
ア
ル
ベ
シ
。

　
今
大
師
問
取
ス
ル
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
ハ
、
作
麼
生
会
、
未
作
麼
生
会
、
共
ニ
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
ハ
、
所
詮
作
麼
生
会
ハ
ヨ
ク
、
未
作
麼
生

会
ハ
ア
シ
ク
心
得
事
、
不
可
然
。
会
不
会
ヲ
三
界
唯
心
ノ
上
ニ
談
ズ
ル
ナ
リ
。
会
不
会
共
、
三
界
唯
心
ナ
ル
上
ハ
更
得
失
ナ
シ
、
差
別
浅
深
ナ
シ
。

コ
ノ
道
理
ノ
上
ニ
ハ
又
未
三
界
唯
心
ト
云
道
理
モ
ア
ル
ベ
シ
ト
ナ
リ
。
是
モ
未
三
界
唯
心
ト
云
ヘ
バ
ト
テ
、
三
界
唯
心
ニ
タ
ガ
ヒ
テ
ア
シ
ク
成
タ
ル

ナ
ム
ド
ハ
不
可
心
得
ナ
リ
。
只
三
界
唯
心
ノ
道
理
ガ
、
ト
カ
ク
ヒ
ビ
キ
テ
、
未
三
界
唯
心
ト
ハ
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。



一
五
九

祖
師
の
言
葉
を
仰
る
凡
夫
の
見
解
、
こ
の
よ
う
な
一
々
の
普
通
の
問
答
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す

れ
ば
、
た
だ
凡
夫
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
祖
師
の
問
答
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
世
間
一
般
も
、
弟
子
の
身
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
師
を
こ
の
よ
う
に
見

下
げ
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
言
葉
、
普
通
の
考
え
に
よ
っ
て
仏
法
を
理
解
し
、
理
解
し
な
い
け
れ
ど
も
、
決
し
て
分
別
得
失
の
事
柄

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
三
界
の
勝
れ
た
理
解
、
三
界
の
勝
れ
た
理
解
で
な
い
も
の
、
三
界
の
道
理
を
と
に
か
く
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
大
師
は
言
っ
た
。「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
。
汝
は
喚
ん
で
何
と
す
る
か
。」」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
の
言
葉
に
は
「
椅
子
」

と
あ
り
、
今
は
「
竹
木
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
椅
子
で
あ
る
。
少
し
も
違
っ
て
い
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
真
応
は
言
っ
た
。「〔
私
〕
桂
琛
も
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
。」」
と
あ
れ
ば
、
大
師
と
真
応
の
言
葉
は
相
違
せ
ず
、
同
心
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　
こ
こ
に
「
大
師
（
玄
沙
）
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」」
と
あ
る
。
こ
の
言
葉

は
、「
会
仏
法
人
」
が
な
い
こ
と
を
普
通
の
よ
う
に
は
理
解
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
御
解
釈
は
、
奥
に
委
し
く
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
、
大
師
が
問
う
て
い
る
「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
は
、
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
と
も
、
未
だ
ど
の
よ
う
に
も
会
得
し

て
い
な
い
と
し
て
も
、
と
も
に
「
三
界
唯
心
」
で
あ
る
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、「
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
は
良
く
、
未
だ
ど
の
よ
う
に
も
会

得
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
と
は
悪
し
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
会
得
と
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
を
三
界
唯
心
の
観
点
か
ら
論
じ
る

の
で
あ
る
。
会
得
と
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
と
も
に
、
三
界
唯
心
で
あ
る
以
上
は
、
さ
ら
に
得
失
は
な
く
、
差
別
浅
深
も
な
い
。
こ
の
道
理
の
上
に

は
ま
た
未
三
界
唯
心
と
い
う
道
理
も
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
未
三
界
唯
心
と
い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
三
界
唯
心
に
相
違

し
て
、
悪
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
は
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
三
界
唯
心
の
道
理
が
、
と
に
か
く
広
く
伝
わ
り
、
未
三
界
唯
心
と
い

わ
れ
る
の
で
あ
る
。



一
六
〇

﹇
抄
２
１
７-

２
１
８
頁
﹈

9
真
応
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
椅
子
ヲ
サ
シ
テ
云
、
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
。
シ
ル
ベ
シ
、
汝
作
麼
生
会
ハ
、
喚
遮
箇
作
什
麼
ナ
リ
（
９
聞
書
）。

　
是
ハ
大
師
道
ノ
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
ノ
詞
ト
真
応
ノ
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
ノ
詞
ト
ハ
、
只
同
心
ナ
ル
ベ
シ
。
汝
作
麼
生
会
モ
三
界
唯
心
ノ
道

理
ヲ
ト
ク
詞
ナ
リ
。
喚
遮
箇
作
什
麼
モ
三
界
唯
心
ノ
理
ノ
ア
ラ
ハ
ル
ル
詞
ナ
リ
、
聊
モ
不
可
相
違
ナ
リ
。

﹇
２
１
８
頁
﹈
10
大
師
道
ノ
椅
子
ハ
、
且
道
ス
ベ
シ
、
コ
レ
会
三
界
語
ナ
リ
ヤ
、
不
会
三
界
語
ナ
リ
ヤ
。
三
界
語
ナ
リ
ヤ
、
非
三
界
語
ナ
リ
ヤ
、
椅
子

道
ナ
リ
ヤ
。
大
師
道
ナ
リ
ヤ
。
如
此
試
道
看
ノ
道
究
ス
ベ
シ聞
書
）

10
（

。※

　
如
文
。
是
ハ
前
段
ノ
大
師
道
ノ
椅
子
ト
云
詞
ヲ
被
釈
ナ
リ
。
今
ノ
詞
、
実
如
御
釈
、
無
尽
ノ
詞
モ
理
モ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
イ
ヅ
レ
ニ
モ
当
ベ
キ
ナ

リ
。
即
不
中
ノ
道
理
ナ
リ
。
此
道
理
ガ
シ
バ
ラ
ク
作
麼
生
ト
モ
作
什
麼
ト
モ
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。

11
真
応
云
、
和
尚
不
会
三
界
唯
心
。
コ
ノ
道
、
タ
ト
ヘ
バ
道
趙
州
ス
ル
中
ノ
東
門
南
門
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
サ
ラ
ニ
西
門
北
門
ナ
リ
、
サ
ラ
ニ

東
趙
州
南
趙
州
ア
リ聞
書
）

11
（

。

　
是
ハ
趙
州
ノ
上
ニ
東
南
西
北
ノ
門
ヲ
談
ゼ
シ
コ
ト
ア
リ
。
其
定
ニ
三
界
唯
心
ノ
道
理
ノ
上
ニ
不
会
三
界
唯
心
ノ
道
理
ア
ル
ベ
シ
ト
ナ
リ
。

※
10

『
抄
』
は
こ
こ
に
次
の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
試
会
看
の
会
取
あ
り
、
試
参
看
の
究
参
あ
る
べ
し
」（
道
元
全
、
上
、
三
五
六
頁
九-

一
〇
行
）
を
欠
く
。

11

北
門
ナ
リ
（
泉
）（
森
）（
総
）（
道
元
全
○春
）、
北
門
あ
る
べ
し
（
道
元
全
）



一
六
一

9
真
応
、
こ
の
故
に
椅
子
を
指
し
て
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」。
知
る
べ
き
で
あ
る
。「
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得

す
る
の
か
」
は
「
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
の
言
葉
と
真
応
の
「
和
尚
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な

し
ま
す
か
」
の
言
葉
と
は
、
た
だ
同
心
で
あ
ろ
う
。「
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
も
三
界
唯
心
の
道
理
を
説
く
言
葉
で
あ
る
。
少
し
も
相
違

す
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

10
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
椅
子
は
、
と
り
あ
え
ず
説
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
界
を
会
得
し
た
語
で
あ
る
の
か
、
三
界
を
会
得
し
て
い
な

い
語
で
あ
る
の
か
、
三
界
の
語
で
あ
る
の
か
、
三
界
で
な
い
も
の
の
語
で
あ
る
の
か
、
椅
子
の
説
な
の
か
、
大
師
の
説
な
の
か
。
こ
の
よ
う
に
、

試
道
看
の
説
を
参
究
す
べ
き
で
あ
る
。※

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
段
の
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
椅
子
」
と
い
う
言
葉
を
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
今
の
言

葉
、
実
に
、
御
解
釈
の
よ
う
に
、
無
尽
の
言
葉
も
理
も
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
も
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
即
不
中
の
道
理
で
あ
る
。
こ
の
道

理
が
一
時
的
に
「
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
と
も
「
何
を
な
し
ま
す
か
」
と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

11
「
真
応
は
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。」」。
こ
の
説
は
、
例
え
ば
、
趙
州
を
説
く
中
の
東
門
、
南
門
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
西
門
、
北
門
で
あ
り
、
さ
ら
に
東
趙
州
、
南
趙
州
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
趙
州
の
観
点
か
ら
東
南
西
北
の
門
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
決
定
に
お
い
て
三
界
唯
心
の
道
理
の
上
に
「
三
界
唯
心
を
会
得
し
て

お
ら
れ
ま
せ
ん
」
の
道
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

※
10

「
試
会
看
と
い
う
会
得
が
あ
り
、
試
参
看
の
参
究
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。」



一
六
二

﹇
抄
２
１
８-

２
１
９
頁
﹈

12
タ
ト
ヒ
会
三
界
唯
心
ア
リ
ト
モ
、
サ
ラ
ニ
不
会
三
界
唯
心
ヲ
参
究
ス
ベ
キ
ナ
リ
。

　
会
三
界
ノ
上
ニ
ハ
必
不
会
三
界
ノ
道
理
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
只
会
三
界
許
ヲ
学
得
ト
モ
、
不
会
三
界
ノ
理
ヲ
不
学
ハ
仏
法
参
学
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。

﹇
２
１
９
頁
﹈
13
サ
ラ
ニ
又
会
不
会
ニ
ア
ラ
ザ
ル
三
界
唯
心
ア
リ
。
大
師
道
、
我
喚
遮
箇
作
竹
木
。
コ
ノ
道
取
、
カ
ナ
ラ
ズ
声
前
句
後
ニ
光
前
絶
後
ノ

節
目
ヲ
参
徹
ス
ベ
シ
（
７
聞
書
）。

　
前
ニ
ハ
三
界
ニ
付
テ
会
不
会
ノ
詞
ヲ
載
ラ
レ
テ
被
釈
之
。
而
必
三
界
ノ
上
ニ
会
不
会
許
ニ
カ
カ
ハ
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
会
不
会
ニ
非
ザ
ル
三
界
唯

心
ア
リ
ト
ハ
、
今
ノ
大
師
道
ノ
我
喚
遮
箇
作
竹
木
モ
ア
ル
ベ
シ
。
又
此
外
ニ
椅
子
モ
乃
至
青
黄
赤
白
、
長
短
方
円
、
生
死
去
来
、
年
月
日
時
、
夢
幻

空
花
等
モ
会
不
会
ニ
ア
ラ
ザ
ル
三
界
唯
心
ア
リ
ト
ハ
云
ハ
ル
ベ
キ
カ
。
声
先
句
後
光
前
絶
後
ト
ハ
解
脱
ノ
詞
ナ
ル
ベ
シ
。
此
我
喚
遮
箇
作
竹
木
ノ
詞

ヲ
指
歟
。
参
徹
ス
ベ
シ
ト
ア
リ
。
能
能
此
理
ヲ
参
学
ス
ベ
シ
ト
ナ
リ
。

14
イ
ハ
ユ
ル
我
喚
遮
箇
作
竹
木
、
イ
マ
ノ
喚
作
ヨ
リ
サ
キ
ハ
イ
カ
ナ
ル
喚
作
ナ
リ
ト
カ
セ
ム
。
従
来
ノ
八
面
玲
瓏
ニ
、
初
中
後
ト
モ
ニ
竹
木
ナ

リ
ト
ヤ
セ
ム
。
今
ノ
喚
作
竹
木
ハ
道
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム
、
不
道
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム聞
書
）

14
（

。



一
六
三

12
た
と
え
「
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
い
る
こ
と
」
が
あ
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
「
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
参
究
す
べ
き
で
あ

る
。

　
「
三
界
を
会
得
し
て
い
る
こ
と
」
の
上
に
は
、
必
ず
「
三
界
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
」
の
道
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
三
界
を
会
得
し
て
い

る
こ
と
」
ば
か
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、「
三
界
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
」
の
理
を
学
ば
な
い
こ
と
は
、
仏
法
の
参
学
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。13

さ
ら
に
ま
た
、
会
得
、
不
会
得
で
な
い
三
界
唯
心
が
あ
る
。
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
、「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
（
我
喚
遮
箇

作
竹
木
）」。
こ
の
言
葉
、
必
ず
声
の
前
、
句
の
後
に
光
前
絶
後
の
節
目
を
参
究
し
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
前
に
は
三
界
に
つ
い
て
会
得
、
不
会
得
の
言
葉
を
記
載
し
て
こ
れ
を
解
釈
し
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
三
界
の
上
に
会
得
、
不
会
得
ば
か
り

に
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
。
会
得
、
不
会
得
で
な
い
三
界
唯
心
が
あ
る
、
と
は
、
今
の
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と

な
す
」
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
外
に
も
、
椅
子
も
、
乃
至
青
黄
赤
白
、
長
短
方
円
、
生
死
去
来
、
年
月
日
時
、
夢
幻
空
花
等
も
会
得
、
不

会
得
で
な
い
三
界
唯
心
が
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
べ
き
か
。
声
先
句
後
光
前
絶
後
と
は
、
解
脱
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹

木
と
な
す
」
の
言
葉
を
指
す
か
。
参
究
し
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
と
あ
る
。
よ
く
よ
く
こ
の
理
を
参
究
し
学
習
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

14
所
謂
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」、
今
の
喚
作
よ
り
先
に
は
い
か
な
る
喚
作
で
あ
る
と
し
よ
う
か
。
従
来
の
八
面
玲
瓏
に
お
い

て
、
初
め
と
中
間
と
終
わ
り
は
と
も
に
竹
木
で
あ
る
と
し
よ
う
か
。
今
の
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
（
喚
作
竹
木
）」
は
、
三
界
唯
心
を
お
説
き
に

な
る
の
で
あ
る
と
し
よ
う
か
、
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
る
の
で
あ
る
と
し
よ
う
か
。



一
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抄
２
１
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２
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是
ハ
、
今
ノ
喚
作
ヨ
リ
サ
キ
ハ
イ
カ
ナ
ル
喚
作
ナ
リ
ト
カ
セ
ム
ト
ア
レ
バ
、
椅
子
ト
モ
三
界
唯
心
ト
モ
コ
ソ
云
ヌ
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
従
来
ノ
八
面
玲

瓏
ニ
初
中
後
共
ニ
竹
木
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム
ト
ハ
、
只
初
中
後
共
ニ
竹
木
ト
云
テ
ム
ト
云﹇
２
２
０
頁
﹈心
地
ナ
リ
。
一
筋
ニ
竹
木
ノ
道
理
ノ
カ
カ
ハ
ラ
ヌ
所
ヲ

如
此
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
又
今
ノ
喚
作
竹
木
ハ
道
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム
ト
ハ
、
此
喚
作
竹
木
ノ
道
ハ
三
界
唯
心
ノ
上
ニ
談
ズ
ル
詞
ナ
レ
バ
、
三
界

唯
心
ト
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
道
理
モ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
此
理
ノ
上
ニ
ハ
不
道
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
云
道
理
モ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。

15
シ
ル
ベ
シ
、
ア
シ
タ
ニ
三
界
唯
心
ヲ
道
取
ス
ル
ニ
ハ
、
タ
ト
ヒ
椅
子
ナ
リ
ト
モ
、
タ
ト
ヒ
唯
心
ナ
リ
ト
モ
、
タ
ト
ヒ
三
界
ナ
リ
ト
モ
、
暮
ニ

三
界
唯
心
ヲ
道
取
ス
ル
ニ
ハ
我
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
道
取
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ聞
書
）

15
（

。

　
朝
暮
ノ
詞
、
強
コ
コ
ニ
ハ
其
要
ナ
シ
。
只
所
詮
三
界
ト
唯
心
ト
椅
子
ト
竹
木
ト
総
ジ
テ
取
放
タ
ル
マ
ジ
キ
道
理
一
体
ナ
ル
ウ
ヘ
ハ
、
此
詞
ト
カ
ク

云
替
テ
面
ハ
ア
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
モ
、
只
三
界
唯
心
ヲ
ト
ク
道
理
ナ
ル
ベ
シ
。
タ
ト
ヘ
バ
朝
ニ
ハ
仏
性
ヲ
道
取
ス
ト
モ
夕
ニ
ハ
蚯
蚓
ト
道
取
セ
ラ
ル

ト
モ
、
又
朝
ニ
ハ
諸
法
ト
談
レ
ド
モ
暮
ニ
ハ
実
相
ト
道
取
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ
ト
云
ハ
ム
ガ
如
シ
ト
云
道
理
ナ
リ
。
仏
法
ト
云
事
、
只
皆
此
道
理
ナ
ル
ベ

シ
。
サ
レ
バ
コ
ソ
解
脱
ノ
理
ナ
レ
。
詞
ニ
モ
カ
カ
ハ
ラ
ズ
、
何
ト
談
ズ
レ
ド
モ
総
一
法
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ヌ
ト
云
ハ
、
此
理
ナ
ル
ベ
シ
。
此
道
理
又
恐
ハ

祖
門
ノ
所
談
ニ
非
ズ
ハ
此
理
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。



一
六
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こ
れ
は
、
今
の
喚
作
よ
り
先
に
は
い
か
な
る
喚
作
で
あ
る
と
し
よ
う
か
と
あ
れ
ば
、
椅
子
と
も
三
界
唯
心
と
も
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
従
来
の
ど
れ
ほ
ど
の
面
が
鮮
や
か
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
初
め
と
中
間
と
終
わ
り
の
ど
れ
も
竹
木
で
あ
る
と
し
よ
う
か
、
と
は
、
ち
ょ
う
ど

初
め
と
中
間
と
終
わ
り
の
ど
れ
も
竹
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
一
筋
に
竹
木
の
道
理
が
関
わ
ら
な
い
と
こ

ろ
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
の
喚
作
よ
り
先
に
は
い
か
な
る
喚
作
で
あ
る
と
し
よ
う
か
と
は
、
こ
の
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
の

言
葉
は
三
界
唯
心
の
上
か
ら
論
じ
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
三
界
唯
心
で
あ
ろ
う
と
い
う
道
理
も
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
理
の
上
に
は
、「
三
界
唯
心

を
お
説
き
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
道
理
も
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

15
知
る
べ
き
で
あ
る
。
朝
に
三
界
唯
心
を
説
く
に
は
、
た
と
え
椅
子
で
あ
る
と
も
、
た
と
え
唯
心
で
あ
る
と
も
、
た
と
え
三
界
で
あ
る
と
も
、

夕
べ
に
三
界
唯
心
を
説
く
に
は
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
朝
に
、
夕
べ
に
と
い
う
言
葉
、
強
い
て
こ
こ
に
は
必
要
で
は
な
い
。
た
だ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
三
界
と
唯
心
と
椅
子
と
竹
木
と
、
す
べ
て
一
つ
一

つ
取
り
上
げ
な
い
道
理
が
一
体
で
あ
る
以
上
、
こ
の
言
葉
は
と
か
く
い
い
替
え
て
表
面
は
別
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
三
界
唯
心
を
説

く
道
理
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
朝
に
は
仏
性
を
い
っ
て
も
、
夕
べ
に
は
み
み
ず
と
い
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
朝
に
は
諸
法
を
論
じ
て
も
、
夕

べ
に
は
実
相
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
道
理
で
あ
る
。
仏
性
と
い
う
こ
と
、
た
だ
す
べ
て
こ
の
道
理
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
解
脱
の
理
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
言
葉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
と
論
じ
て
も
、
す
べ
て
一
つ
の
法
に
関
わ
ら
な
い
と
い
う
の
は
、

こ
の
理
で
あ
ろ
う
。
こ
の
道
理
は
ま
た
お
そ
ら
く
は
祖
門
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
理
は
あ
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
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16
真
応
道
ノ
桂
琛
〈
真
応
名
字
ナ
リ
〉
亦
喚
作
竹
木
。
シ
ル
ベ
シ
、
師
資
ノ
対
面
道
ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
同
参
ノ
頭
正
尾
正
ナ
ル
ベ
シ
。

　
師
資
ノ
対
面
道
ナ
ル
條
、
実
顕
然
ナ
リ
。
所
詮
師
資
二
人
ノ
詞
、
頭
正
尾
正
ト
イ
ハ
ル
、
只
一
物
一
体
ナ
ル
理
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
ナ
リ
。

17
シ
カ
ア
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
大
師
道
ノ
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
真
応
道
ノ
亦
喚
作
竹
木
ト
、
同
ナ
リ
ヤ
、
不
同
ナ
リ
ヤ
、
是
ナ
リ
ヤ
、
不
是
ナ
リ
ヤ

ト
参
究
ス
ベ
キ
ナ
リ聞
書
）

17
（

。

　
是
ハ
大
師
与
真
応
同
ナ
リ
ト
云
條
ハ
、
先
勿
論
非
可
疑
。
不
同
ナ
リ
ト
云
ハ
、
大
師
道
ノ
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
云
時
ハ
真
応
道
ノ
亦
喚
作
竹
木
ト
云

詞
ヲ
バ
ヨ
セ
ツ
ケ
テ
、
只
大
師
道
ノ
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
云
詞
ニ
テ
ア
ラ
ム
ノ
心
地
ハ
不
同
ナ
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
大
師
道
与
真
応
道
、
只
同
詞
ヲ
ノ
ベ
ラ

ル
ル
面
ハ
又
同
ナ
ル
ベ
シ
。
此
心
地
ヲ
、
同
ナ
リ
ヤ
不
同
ナ
リ
ヤ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
サ
レ
バ
ト
テ
打
任
テ
心
得
同
不
同
ノ
義
ニ
不
可
混
ナ
リ
。
只
所
詮

至
テ
一
体
ナ
ル
姿
ヲ
如
此
ト
カ
ク
談
ズ
レ
バ
、
総
道
理
ノ
違
ス
ル
事
ハ
ナ
ク
テ
、
シ
カ
モ
解
脱
ノ
理
ハ
ア
ラ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
是
不
是
ノ
詞
又
非
徳

失
、
三
界
唯
心
ノ
上
ノ
是
不
是
ナ
ル
ベ
シ
。

17

シ
カ
ア
リ
ト　
し
か
あ
り
と
（
道
元
全
）、
シ
カ
リ
ト
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
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16
真
応
が
お
説
き
に
な
っ
た
「〔
私
〕
桂
琛
〈
真
応
の
名
前
で
あ
る
〉
も
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
」。
知
る
べ
き
で
あ
る
。
師
と
弟
子
が

対
面
し
て
説
く
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
参
の
頭
正
尾
正
で
あ
ろ
う
。

　
師
と
弟
子
が
対
面
し
て
説
く
部
分
、
実
に
明
ら
か
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
師
と
弟
子
の
二
人
の
言
葉
、
頭
正
尾
正
と
い
わ
れ
る
の
は
、
た
だ

一
つ
の
物
、
一
つ
の
体
の
理
を
表
す
の
で
あ
る
。

17
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
、
真
応
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
ま
た
、
喚
ん
で

竹
木
と
し
ま
す
」
は
同
じ
で
あ
る
の
か
、
同
じ
で
な
い
の
か
、
正
し
い
の
か
、
正
し
く
な
い
の
か
と
参
究
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
大
師
と
真
応
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
部
分
は
、
先
ず
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
疑
う
べ
き
で
は
な
い
。
同
じ
で
な
い
と
い
う
の
は
、
大
師

が
お
説
き
に
な
っ
た
「
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
い
う
時
は
、
真
応
が
い
っ
た
「
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
近
く
に

引
き
寄
せ
て
、
た
だ
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
い
う
言
葉
に
お
い
て
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
は
同
じ
で
な
い

で
あ
ろ
う
。
大
師
道
と
真
応
道
、
た
だ
同
じ
言
葉
を
述
べ
る
表
面
は
ま
た
同
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え
を
、
同
じ
で
あ
る
の
か
、
同
じ
で
な
い
の
か

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
普
通
に
理
解
す
る
同
不
同
の
意
味
に
混
ぜ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
至
っ

て
一
体
な
る
姿
を
こ
の
よ
う
に
様
々
に
論
じ
れ
ば
、
す
べ
て
道
理
が
相
違
す
る
こ
と
は
な
く
て
、
し
か
も
解
脱
の
理
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
是
不
是

の
言
葉
も
ま
た
徳
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
三
界
唯
心
の
上
の
是
不
是
で
あ
ろ
う
。
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18
大
師
云
、
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
。
コ
ノ﹇
２
２
２
頁
﹈道
取
ヲ
モ
審
細
ニ
弁
肯
ス
ベ
シ
。
19
※
大
師
モ
只
喚
作
竹
木
ナ
リ
、
真
応
モ
タ

ダ
喚
作
竹
木
ナ
リ
。
サ
ラ
ニ
イ
マ
ダ
三
界
唯
心
ヲ
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
道
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
道
取
セ

ズ
。

　
是
ハ
文
ニ
聞
タ
リ
。
大
師
モ
真
応
モ
タ
ダ
喚
作
竹
木
ノ
詞
許
ア
リ
、
サ
ラ
ニ
三
界
唯
心
ヲ
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
会
取
セ
ズ
ト
ハ
、
喚
作
竹

木
ト
三
界
唯
心
ト
ハ
只
一
物
ナ
リ
、
一
体
ナ
リ
。
然
而
コ
コ
ニ
ハ
只
喚
作
竹
木
ノ
詞
許
ア
リ
テ
、
三
界
唯
心
ト
云
詞
ノ
ナ
キ
所
ヲ
三
界
唯
心
ヲ
会
取

セ
ズ
ト
ハ
シ
バ
ラ
ク
云
ナ
リ
。
会
取
セ
ネ
バ
ト
テ
努
努
ア
シ
ク
モ
ナ
リ
、
不
足
ナ
ル
ベ
キ
詞
ト
ハ
不
可
心
得
。
一
方
ヲ
証
ス
ル
ト
キ
一
方
ハ
ク
ラ
シ

ト
云
程
ノ
義
ナ
リ
。
会
取
不
会
取
、
道
得
不
道
得
ノ
詞
、
例
事
ナ
リ
。
カ
カ
ル
ユ
ヘ
ニ
此
道
理
ヲ
ノ
ベ
ラ
ル
ル
ト
キ
、
大
師
道
ノ
尽
大
地
覓
一
箇
会

仏
法
人
不
可
得
ト
ハ
被
仰
ナ
リ
。
只
所
詮
、
喚
作
竹
木
ニ
テ
ア
リ
ナ
ム
ノ
意
趣
ナ
ル
ベ
シ
。
又
会
仏
法
人
不
可
得
ト
云
詞
モ
、
会
仏
法
ハ
イ
ミ
ジ

ク
、
不
会
仏
法
ハ
シ
ク
、
徳
失
勝
劣
ノ
心
地
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
会
仏
法
ノ
道
理
ノ
上
ニ
不
会
仏
法
ノ
理
ガ
ア
レ
バ
コ
ソ
仏
法
ノ
タ
ク
ミ
ニ
縦
横
無
窮
ナ

ル
心
地
ナ
レ
。
コ
コ
ニ
ハ
只
交
物
モ
ナ
ク
、
不
会
仏
法
ニ
テ
有
ナ
ム
ド﹇
２
２
３
頁
﹈云
心
地
ナ
リ
。
今
大
師
道
ノ
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
ノ
詞

ハ
不
会
仏
法
ニ
ア
タ
ル
ナ
リ
、
此
心
ナ
ル
ベ
シ
。

※
13

『
抄
』
は
こ
こ
に
次
の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
し
る
べ
し
」（
道
元
全
、
上
、
三
五
七
頁
五
行
）
を
欠
く
。



一
六
九

18
「
大
師
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」」。
こ
の
説
を
も
審
細
に
弁
え
る
べ

き
で
あ
る
。
19〔
知
る
べ
き
で
あ
る
。〕
大
師
も
た
だ
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
の
で
あ
る
。
真
応
も
た
だ
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

い
ま
だ
三
界
唯
心
を
会
得
せ
ず
、
三
界
唯
心
を
不
会
得
し
な
い
。
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
ら
ず
、
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
。

　
こ
れ
は
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
に
お
い
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
大
師
も
真
応
も
た
だ
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
の
言
葉
ば
か
り
が
あ
る
。
さ

ら
に
三
界
唯
心
を
会
得
せ
ず
、
三
界
唯
心
を
不
会
得
し
な
い
と
は
、「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
三
界
唯
心
は
た
だ
一
つ
の
物
で
あ
り
、
一
つ
の
体
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
た
だ
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
の
言
葉
ば
か
り
が
あ
っ
て
、
三
界
唯
心
の
言
葉
が
な
い
と
こ
ろ
を
、
三
界
唯
心

を
会
得
し
な
い
と
ひ
と
ま
ず
い
う
の
で
あ
る
。
会
得
し
な
け
れ
ば
と
い
っ
て
、
決
し
て
、
悪
し
く
も
な
り
、
不
足
な
る
べ
き
言
葉
と
は
理
解
す
べ
き

で
は
な
い
。
一
方
を
証
す
る
と
き
一
方
は
く
ら
し
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
会
得
、
不
会
得
、
道
得
、
不
道
得
の
言
葉
、
例
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
道
理
が
述
べ
ら
れ
る
時
、
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
は
仰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
結
局
の
と
こ
ろ
、「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
に
お
い
て
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
趣
で
あ

ろ
う
。
ま
た
「
仏
法
を
会
得
し
た
〔
人
を
も
と
め
て
も
〕
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉
も
、「
仏
法
を
会
得
し
た
こ
と
」
は
い
み
じ
く
、
仏

法
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
は
し
く
、
徳
失
勝
劣
の
考
え
で
は
な
い
。「
仏
法
を
会
得
し
た
こ
と
」
の
道
理
の
上
に
、
仏
法
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と

の
理
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
仏
法
の
巧
に
縦
横
無
窮
な
る
考
え
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
た
だ
交
わ
る
物
も
な
く
仏
法
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と

に
お
い
て
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
今
、
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
の
言
葉
は
、
仏
法
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
心
で
あ
ろ
う
。



一
七
〇

﹇
抄
２
２
３
頁
﹈

20
シ
カ
モ
如
此
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
宗
一
大
師
ニ
問
著
ス
ベ
シ
、
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
ハ
、
タ
ト
ヒ
道
著
ス
ト
モ
、
試
道
看
ナ
ニ
ヲ
喚
作

シ
テ
カ
尽
大
地
ト
ス
ル聞
書
）

20
（

。※

　
是
ハ
尽
大
地
ト
云
ヘ
バ
、
大
地
ハ
別
ニ
シ
テ
其
上
ニ
不
会
仏
法
人
ノ
ア
ル
カ
ト
心
得
ラ
レ
ヌ
ベ
シ
。
然
者
依
法
正
法
、
能
所
彼
此
ア
リ
ヌ
ベ
シ
。

不
可
然
所
ヲ
抑
大
師
ノ
尽
大
地
ト
被
仰
タ
ル
ハ
、
ナ
ニ
ヲ
喚
作
シ
テ
尽
大
地
ト
ハ
被
仰
タ
ル
ゾ
ト
試
道
看
ス
ベ
シ
ト
ハ
、
方
丈
御
詞
ヲ
ソ
ヘ
ラ
ル
ル

ナ
リ
。
実
此
御
詞
、
尤
其
謂
ア
リ
。
能
所
彼
此
ノ
見
解
、
一
定
発
ヌ
ベ
シ
。
所
詮
今
ノ
尽
大
地
ト
イ
ハ
ル
ル
ハ
、
椅
子
竹
木
三
界
唯
心
等
ノ
各
各
ノ

姿
ヲ
以
テ
尽
大
地
ト
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
乃
至
大
師
真
応
等
ヲ
以
テ
モ
尽
大
地
ト
可
談
ナ
リ
。

20

…
…
不
可
得
ハ　
（
泉
）（
森
）（
総
）
は
「
ハ
」
を
欠
く
。

※
20

『
抄
』
は
こ
こ
に
次
の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
お
ほ
よ
そ
恁
麼
参
究
功
夫
す
べ
き
な
り
。」（
道
元
全
、
上
、
三
五
七
頁
八
行
）
を
欠
く
。



一
七
一

20
し
か
も
こ
の
よ
う
に
い
う
と
し
て
も
、
宗
一
大
師
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。「
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
は
、
た
と
え
お
説
き
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
試
し
に
説
け
、
何
を
喚
ん
で
尽
大
地
と
す
る
の
か
。※

　
こ
れ
は
「
尽
大
地
」
と
い
え
ば
、
大
地
は
別
に
し
て
そ
の
上
に
仏
法
を
会
得
し
て
い
な
い
人
が
あ
る
か
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る

か
ら
、
依
法
と
正
法
、
行
為
者
と
対
象
、
あ
れ
こ
れ
あ
る
で
あ
ろ
う
。
適
切
で
な
い
と
こ
ろ
を
そ
も
そ
も
大
師
の
「
尽
大
地
」
と
仰
っ
て
い
る
の
は
、

何
を
喚
ん
で
「
尽
大
地
」
と
は
仰
っ
て
い
る
と
試
し
に
い
う
べ
き
で
あ
る
と
、
方
丈
は
お
言
葉
を
添
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
に
、
こ
の
お
言
葉
、

当
然
、
そ
の
理
由
が
あ
る
。
行
為
者
と
対
象
、
あ
れ
こ
れ
の
見
解
、
確
か
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
今
の
「
尽
大
地
」
と
い
わ
れ
る

の
は
、
椅
子
、
竹
木
、
三
界
唯
心
等
の
各
々
の
姿
を
も
っ
て
「
尽
大
地
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
は
、
大
師
、
真
応
等
を
も
っ
て
も
「
尽
大
地
」

と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

※
22

「
大
体
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
参
究
し
、
功
夫
す
べ
き
で
あ
る
。」



一
七
二

﹇
聞
書
２
２
３-

２
２
４
頁
﹈

（
１
聞
書
）
三
界
唯
一
心　
コ
ノ
一
句
ノ
詞
、
常
ニ
聞
ト
云
ヘ
ド
モ
未
心
得
ニ
似
タ
リ
。
今
ノ
三
界
唯
一
心
ノ
偈
、
是
ハ
四
句
ノ
偈
ト
コ
ソ
イ
ヘ
、

然
而
四
句
ハ
一
句
ナ
リ
、
至
極
ス
ル
所
ヲ
一
ト
ト
ル
ナ
リ
。
仏
乗
ト
ト
キ
大
乗
ト
ト
ク
、
コ
レ
一
乗
ナ
リ
、
一
草
ト
モ
云
ガ
如
シ
。

（
１
聞
書
）
真
言
教
ニ
ハ
心
王
大
日
尊
、
心
数
曼
陀
羅
、
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
ト
イ
フ
コ
ト
ア
リ
。
是
心
王
心
数
ヲ
立
テ
唯
一
心
ト
云
心
ナ

リ
。
コ
ノ
宗
門
ニ
ハ
心
王
心
数
ヲ
タ
テ
ズ
。
三
界
唯
一
心
ト
云
モ
猶
三
界
ヲ
ウ
バ
ウ
ニ
似
タ
リ
。
唯
一
心
ト
体
脱
セ
ム
ト
キ
ハ
、
三
界
ヲ
三
界
ノ
如

ク
ニ
見
ム
ズ
ル
ナ
リ
。

（
２
聞
書
）
云
為
ト
云
ハ
、
タ
ト
ヒ
強
為
ノ
為
ナ
リ
ト
モ
云
為
ノ
為
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
フ
。
強
為
ノ
法
ト
テ
仏
道
ニ
ハ
モ
チ
ヰ
ザ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
強
為

ノ
為
ナ
リ
ト
モ
ト
ユ
ル
ス
事
ハ
、
三
界
ヲ
唯
一
心
ト
強
為
セ
ム
モ
、
所
詮
云
為
ノ
義
ニ
落
居
ス
ベ
キ
ユ
ヘ
ニ
、
如
此
ト
ク
云
為
ト
ハ
、
ヤ
ガ
テ
ア
ル

ベ
キ
ヲ
ア
リ
ト
云
フ
、
コ
レ
云
為
ナ
リ
。

（
３
聞
書
）
三
界
ト
ハ
欲
界
色
界
無
色
界
ヲ
云
フ
。
コ
レ
ハ
天
上
ノ
事
ナ
レ
ド
モ
、
欲
界
ノ
中
ニ
ハ
ヤ
ガ
テ
人
間
界
ヲ
モ
接
ス
ル
ナ
リ
。
但
今
ノ
三

界
ノ
ヤ
ウ
、
唯
心
ト
体
脱
ス
。
全
如
来
全
現
成
全
一
代
全
一
句
全
界
ナ
ム
ド
云
フ
上
ハ
勿
論
事
ナ
リ
。
仏
界
同
事
ナ
リ
、
コ
ノ
三
界
ハ
仏
界
ナ
ル
ベ

シ
。
欲
界
色
界
等
ノ
義
ヲ
超
越
ス
ベ
シ
。

（
６
聞
書
）
三
界
ノ
所
見
ヲ
旧
窠
ト
シ
、
三
界
ノ
所
見
ヲ
新
條
ト
ス
、
旧
窠
也
三
界
見
、
新
條
也
三
界
見
ナ
リ
ト
云
フ
。
旧
窠
ナ
ム
ド
云
ヘ
バ
ワ
ロ

カ
リ
ツ
ル
三
界
ノ
凡
悩
ノ
窠
ヲ
イ
フ
カ
ナ
ム
ド
覚
ユ
。
タ
ダ
シ
是
ハ
、
フ
ル
キ
モ
見
、
ア
タ
ラ
シ
キ
モ
見
ト
仕
ナ
リ
。
三
界
ヲ
以
テ
見
ナ
リ
ト
云
フ

ユ
ヘ
ニ
。



一
七
三

〔
第
一
段
〕

（
１
聞
書
）
三
界
唯
一
心　
こ
の
一
句
の
言
葉
は
、
常
に
聞
く
け
れ
ど
も
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
今
の
三
界
唯
一
心
の
偈
、

こ
れ
は
正
に
四
句
の
偈
で
あ
る
と
は
い
え
、
し
か
し
な
が
ら
、
四
句
は
一
句
で
あ
り
、
極
限
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
一
と
受
け
取
る
の
で
あ
る
。

仏
乗
と
説
き
、
大
乗
と
説
く
、
こ
れ
が
一
乗
で
あ
る
。
一
草
と
も
い
う
よ
う
で
あ
る
。

（
１
聞
書
）
真
言
教
で
は
、「
心
王
大
日
尊
、
心
数
曼
陀
羅
、
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
心
王
と
心
数
を
立
て

て
、
唯
一
心
と
い
う
心
で
あ
る
。
こ
の
宗
門
に
は
、
心
王
と
心
数
を
立
て
な
い
。
三
界
唯
一
心
と
い
う
の
も
、
ち
ょ
う
ど
三
界
を
い
う
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
唯
一
心
と
本
体
が
脱
す
る
時
に
は
、
三
界
を
三
界
の
ま
ま
に
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（
２
聞
書
）
云
為
と
は
、
た
と
え
強
い
て
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
自
ず
か
ら
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
。
た
と
え
、
強
い
て
為
す
こ
と
の
法
と
い
っ
て
も
、
仏
道
に
は
用
い
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
強
い
て
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
為

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
と
認
め
る
こ
と
は
、
三
界
を
唯
一
心
で
あ
る
と
強
い
て
為
そ
う
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
自
ず
か
ら
な
る
こ
と

の
意
味
に
論
議
が
決
着
す
る
は
ず
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
よ
う
に
説
く
云
為
と
は
、
結
局
あ
る
べ
き
こ
と
を
あ
る
と
い
う
、
こ
れ
が
云
為
で
あ
る
。

（
３
聞
書
）
三
界
と
は
、
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
を
い
う
。
こ
れ
は
天
上
の
事
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
欲
界
の
中
に
は
、
や
が
て
人
間
界
を
も
ま
じ
え
る

の
で
あ
る
。
正
に
今
の
三
界
と
同
様
に
、
唯
心
で
あ
る
と
体
脱
す
る
。
全
如
来
、
全
現
成
、
全
一
代
、
全
一
句
、
全
界
と
い
う
観
点
か
ら
は
勿
論
、

事
で
あ
る
。
仏
界
は
同
事
で
あ
り
、
こ
の
三
界
は
仏
界
で
あ
る
。
欲
界
、
色
界
等
の
意
味
を
超
越
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

（
６
聞
書
）
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
を
古
い
巣
と
し
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
を
新
し
い
道
筋
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
古
い
巣
と
す
る
も
の

は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
し
、
新
し
い
道
筋
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
古
い
巣
な
ど
と
い

え
ば
、
劣
っ
て
い
る
三
界
の
凡
夫
の
巣
を
い
う
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
古
い
も
の
も
見
、
新
し
い
も
の
も
見
る
と
細
か
に
観

察
す
る
の
で
あ
る
。
三
界
を
見
で
あ
る
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。



一
七
四

﹇
聞
書
２
２
４-

２
２
６
頁
﹈

（
１
〜
２
聞
書
）
釈
迦
大
師
段
、
不
如
三
界
見
於
三
界
。﹇
２
２
５
頁
﹈此
門
ニ
ハ
如
此
可
読
ナ
リ
。
当
宗
門
義
。
見
於
三
界
ノ
見
ハ
世
間
ノ
見
ニ
ア
ラ
ズ
。

一
代
ノ
挙
力
ヲ
習
ベ
シ
。
挙
力
ノ
詞
、
又
尽
力
シ
テ
可
参
学
見
ト
談
ズ
ル
ト
キ
ハ
、
イ
カ
ニ
モ
境
ア
リ
ト
聞
ユ
。
三
界
ヲ
見
ト
コ
ソ
心
得
ベ
ケ
レ
、

能
見
所
見
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
教
家
ニ
モ
能
所
ト
ハ
キ
ラ
フ
、
初
コ
ソ
能
所
ア
レ
ド
モ
至
極
ノ
時
ハ
亡
ナ
ム
ド
云
フ
。
是
ハ
意
地
ニ
ヤ
ク
シ
テ
談
ズ
ル

ト
聞
ユ
、
三
界
ヲ
以
テ
ヤ
ガ
テ
見
ト
ハ
イ
ハ
ヌ
ナ
リ
。
見
ニ
ハ
初
中
後
ヲ
タ
テ
ズ
ナ
ム
ド
云
ハ
、
三
界
ヲ
以
テ
見
ト
仕
フ
ト
キ
、
境
ヲ
ハ
ナ
レ
能
所

ヲ
解
脱
ス
ル
ナ
リ
。

（
３
聞
書
）
出
離
三
界
ア
リ
、
今
此
三
界
ア
リ
、
コ
レ
機
関
ノ
機
関
ト
相
見
ス
ル
ナ
リ
、
葛
藤
ノ
葛
藤
ヲ
生
長
ス
ル
ナ
リ
ト
云
フ
。
仏
見
二
乗
見
外

道
見
衆
生
見
マ
チ
マ
チ
ナ
リ
、
ソ
ノ
ユ
ヘ
ニ
三
界
ヲ
モ
又
イ
ト
フ
ベ
シ
。
可
出
離
ト
習
方
ア
リ
、
又
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
ト
習
方
ア
リ
、
如
此
ナ

ラ
フ
ト
キ
ノ
三
界
ハ
、
本
有
ニ
ア
ラ
ズ
、
今
有
ニ
ア
ラ
ズ
、
新
成
ニ
ア
ラ
ズ
、
因
縁
生
ニ
ア
ラ
ズ
、
初
中
後
ニ
ア
ラ
ズ
ナ
ム
ド
イ
ハ
ル
。
仏
、
羊
鹿

牛
ノ
三
車
ヲ
以
テ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
、
火
宅
ナ
リ
、
イ
デ
ヨ
ト
ス
ス
メ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
。
然
而
イ
デ
ハ
ツ
レ
バ
大
白
牛
車
ヲ
ア
タ
ヘ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
。
一
乗
ヲ

コ
ソ
サ
ト
ラ
シ
メ
サ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
セ
、
三
界
ノ
外
ナ
ル
所
ガ
ア
リ
テ
、
ソ
レ
ヘ﹇
２
２
６
頁
﹈ユ
ク
ト
云
ハ
ズ
。
イ
マ
機
関
ト
機
関
ト
相
見
ス
ル
ト
云
モ
、

葛
藤
ノ
葛
藤
ヲ
生
長
ス
ル
ナ
リ
ト
云
モ
、
コ
ノ
心
ナ
リ
、
非
別
。
是
ヲ
心
外
無
別
法
ト
ト
ク
ナ
リ
。



一
七
五

〔
第
二
段
〕

（
１
〜
２
聞
書
）
釈
迦
大
師
の
段
。「
不
如
三
界
見
於
三
界
」。
こ
の
門
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
読
む
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
宗
門
の
義
、〔
即
ち
、〕

「
見
於
三
界
」
の
見
は
、
世
間
に
お
け
る
見
で
は
な
い
。
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
を
習
う
べ
き
で
あ
る
。「
力
を
挙
げ
た
も
の
」
の
言
葉
、
ま
た
尽

力
し
て
学
ぶ
べ
き
見
で
あ
る
と
論
じ
る
時
は
、
ど
の
よ
う
に
で
も
対
象
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
界
を
見
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
は
ず
は
な
い
。
教
家
に
お
い
て
も
、
行
為
者
と
対
象
は
斥
け
る
。
初
め
こ
そ
行
為
者
と
対
象
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

窮
極
的
に
は
滅
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
意
地
に
や
く
し
て
論
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
界
を
そ
の
ま
ま
見
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
の

で
あ
る
。
見
に
は
、
初
め
と
中
間
と
終
わ
り
を
た
て
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
三
界
を
見
で
あ
る
と
細
か
に
観
察
す
る
と
き
、
対
象
を
離
れ
、

行
為
者
と
対
象
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
３
聞
書
）
三
界
を
出
離
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、「
今
、
此
の
三
界
（
今
此
三
界
）」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
働
き
の
根
拠
が
働
き
の
根
拠
と
互
い
に
見

る
こ
と
で
あ
り
、
葛
藤
が
葛
藤
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
仏
の
見
、
二
乗
の
見
、
外
道
の
見
、
衆
生
の
見
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
る
。
そ

れ
故
に
、
三
界
を
も
ま
た
厭
う
べ
き
で
あ
る
。
出
離
す
べ
き
で
あ
る
と
学
習
す
る
方
面
が
あ
り
、
ま
た
「
今
、
此
の
三
界
は
、
皆
す
べ
て
、
私
の
も

の
で
あ
る
（
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
）」
と
学
習
す
る
方
面
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
学
習
す
る
時
の
三
界
は
、
以
前
の
存
在
で
は
な
く
、
今
の
存
在
で

は
な
く
、
新
た
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
因
と
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
仏
は
、
羊
鹿
牛
の
三
車
を

用
意
し
て
、
火
宅
な
り
、
出
で
よ
と
お
勧
め
な
さ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
で
お
わ
れ
ば
、
大
白
牛
車
を
お
与
え
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
な

ら
ぬ
一
乗
を
悟
ら
せ
て
お
ら
れ
、
三
界
の
外
に
あ
る
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
行
く
と
は
い
わ
な
い
の
で
あ
る
。
今
、
働
き
の
根
拠
が
働
き
の
根
拠
と

互
い
に
見
る
と
い
う
の
も
、
葛
藤
が
葛
藤
を
生
み
出
す
と
い
う
の
も
、
こ
の
心
で
あ
っ
て
、
別
で
は
な
い
。
こ
れ
を
「
心
の
外
に
別
の
法
は
な
い
」

と
説
く
の
で
あ
る
。



一
七
六

﹇
聞
書
２
２
６-

２
２
７
頁
﹈

（
５
聞
書
）
三
界
ヲ
シ
テ
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ナ
ラ
シ
ム
、
コ
レ
則
皆
是
我
有
ナ
リ
ト
云
フ
。
此
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ハ
成
仏
ノ
ユ
ヘ
ニ
発
心
修
行

ト
ハ
イ
ハ
ズ
、
発
心
我
有
ナ
リ
、
修
行
我
有
ナ
リ
、
菩
提
ヲ
我
有
ト
シ
涅
槃
ヲ
我
有
ト
ス
ル
ナ
リ
。
我
有
ノ
有
ハ
タ
ト
ヘ
バ
我
ガ
ハ
タ
ヘ
ヲ
サ
シ
テ

云
ナ
リ
。
然
者
三
界
ハ
仏
ノ
ハ
タ
エ
ト
可
心
得
、
仏
ハ
身
土
不
二
ト
云
此
心
ナ
リ
。

（
６
〜
７
聞
書
）
釈
迦
大
師
道
、
今
此
三
界
◦
悉
是
吾
子
。
今
此
三
界
ハ
如
来
ノ
我
有
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
尽
界
ミ
ナ
三
界
ナ
リ
ト
云
フ
。
尽
界
ト
云
ト

三
界
ト
云
ト
界
ノ
詞
ハ
同
ケ
レ
ド
モ
、
三
界
ト
云
ハ
欲
界
無
色
界
等
ノ
三
天
ニ
カ
ギ
ル
ニ
似
タ
リ
、
尽
ト
云
ハ
ノ
コ
ル
所
ナ
キ
ナ
リ
、
仏
界
マ
デ
ヲ

ト
ル
。
我
有
ト
仏
被
仰
故
ナ
リ
。
華
厳
ノ
三
界
ハ
心
界
仏
界
衆
生
界
ノ
三
ヲ
三
界
ト
云
義
モ
ア
ル
ナ
リ
。
仏
界
マ
デ
ヲ
取
ト
云
ヘ
バ
ト
テ
、
三
界
仏

界
ト
ヲ
別
ニ
置
テ
イ
ハ
ム
ズ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
其
中
衆
生
ト
ア
レ
バ
コ
ノ
中
ノ
字
ハ
際
限
ア
リ
テ
中
央
ヲ
云
ニ
似
タ
リ
。
非
爾
。
全
三
界
ヲ
中
ト
仕
ナ

リ
。
我
有
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
又
三
界
ヲ
我
有
ト
ト
ク
、﹇
２
２
７
頁
﹈其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
ト
キ
ケ
バ
、
非
情
ヲ
有
ト
被
仰
、
有
情
ヲ
子
ト
ス
ル
カ
ト
キ
コ

ユ
。
シ
カ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
其
中
モ
三
界
ナ
リ
、
有
情
非
情
皆
是
三
界
ナ
リ
。
今
此
ト
サ
ス
ハ
我
有
ヲ
イ
フ
ナ
ル
ベ
シ
。



一
七
七

（
５
聞
書
）〔「
見
於
三
界
」
が
〕
三
界
を
し
て
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
は
、
成
仏

の
故
に
発
心
、
修
行
と
は
い
わ
な
い
。
発
心
が
私
の
も
の
で
あ
り
、
修
行
が
私
の
も
の
で
あ
り
、
菩
提
を
私
の
も
の
し
、
涅
槃
を
私
の
も
の
と
す
る

の
で
あ
る
。「
我
有
」
の
有
は
、
例
え
ば
、
私
が
幾
重
に
も
か
さ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
三
界
は
仏
が
幾

重
に
も
か
さ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
仏
は
、
身
土
不
二
と
い
う
こ
の
心
で
あ
る
。

（
６
〜
７
聞
書
）
釈
迦
大
師
は
お
説
き
に
な
っ
た
。「
今
、
此
の
三
界
は
…
…
悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
（
今
此
三
界
…
…
悉
是
吾
子
）」。「
今
此

三
界
」
と
は
、
如
来
の
「
我
有
」
で
あ
る
が
故
に
、
尽
十
方
界
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
と
い
う
。
尽
十
方
界
と
い
う
の
と
、
三
界
と
い
う
の
と
界
の

言
葉
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
三
界
と
い
う
の
は
欲
界
と
無
色
界
等
の
三
天
に
限
定
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
尽
と
い
う
の
は
残
る
所
が

な
く
仏
界
ま
で
を
と
る
。「
我
有
」
と
仏
が
仰
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
華
厳
の
三
界
は
心
界
、
仏
界
、
衆
生
界
の
三
つ
を
三
界
と
い
う
意
味
も
あ
る

の
で
あ
る
。
仏
界
ま
で
を
取
る
と
い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
三
界
と
仏
界
と
を
別
に
し
て
い
お
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。「
そ
の
中
の
衆
生
（
其
中
衆

生
）」
と
は
、
こ
の
「
中
」
の
字
は
、
際
限
が
あ
り
中
央
を
い
う
の
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
〔
、
と
い
う
な
ら
ば
、〕
そ
の
よ
う
で
は
な
い
。
す
べ
て
の

三
界
を
「
中
」
で
あ
る
と
細
か
に
観
察
す
る
の
で
あ
る
。「
我
有
」
な
る
が
故
に
、
ま
た
三
界
を
「
我
有
」
と
説
く
の
で
あ
る
。「
そ
の
中
の
衆
生
は
、

悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
（
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
）」
と
聞
け
ば
、
非
情
を
「
有
」
と
仰
せ
ら
れ
、
有
情
を
「
子
」
と
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
で
は
な
い
。「
其
中
」
も
三
界
で
あ
る
。
有
情
も
非
情
も
皆
こ
れ
三
界
で
あ
る
。「
今
此
」
と
指
す
の
は
「
我
有
」
を
い
う
で
あ
ろ
う
。



一
七
八

﹇
聞
書
２
２
７-

２
２
８
頁
﹈〉

（
８
聞
書
）
過
現
当
来
ノ
現
成
ハ
今
此
ヲ
罣
礙
セ
ザ
ル
ナ
リ
、
今
此
ノ
現
成
ハ
過
現
当
来
ヲ
罣
礙
ス
ル
ナ
リ
ト
云
。
世
間
ニ
イ
フ
過
現
当
来
ハ
タ
ダ

日
月
ノ
出
没
ヲ
カ
ゾ
ヘ
テ
云
ヘ
ド
モ
、
日
月
ハ
必
イ
ヅ
レ
ヲ
過
ト
イ
ヒ
現
ト
イ
ヒ
当
ト
イ
ハ
ム
ト
ハ
ナ
キ
ヲ
、
只
暫
人
間
ニ
吾
我
ニ
対
シ
テ
云
ナ

リ
。
タ
ト
ヘ
バ
田
地
ニ
ハ
主
ナ
ケ
レ
ド
モ
人
ガ
主
ト
称
ス
ル
ニ
テ
コ
ソ
ア
レ
、
ユ
ヘ
ニ
過
現
当
来
ノ
現
成
ハ
今
此
ヲ
罣
礙
セ
ザ
ル
ナ
リ
ト
イ
フ
、
ソ

ノ
ユ
ヘ
ニ
又
今
此
ノ
現
成
ハ
過
去
現
在
当
来
ヲ
罣
礙
ス
ル
ナ
リ
ト
イ
フ
。

（
10
聞
書
）
一
一
衆
生
ノ
生
衆
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
衆
生
ナ
リ
ト
云
フ
。
此
生
衆
ハ
無
辺
際
ノ
義
ナ
リ
、
全
生
ノ
心
ナ
リ
。
衆
生
ト
云
ヲ
バ
モ
ロ
モ
ロ
ノ
生

ト
読
デ
一
切
ノ
有
生
類
ヲ
ア
ツ
メ
テ
衆
生
ト
云
ト
心
得
ツ
ケ
タ
ル
ヲ
、
イ
マ
生
衆
ト
ア
ル
ニ
迷
フ
。
但
今
生
衆
ト
云
、
生
也
全
機
現
ノ
生
ナ
ル
ベ

シ
。
ユ
ヘ
ニ
生
ヲ
本
ト
シ
テ
モ
ロ
モ
ロ
ヲ
下
ニ
ツ
ク
、
カ
ク
イ
ヘ
バ
又
生
ト
衆
ト
対
シ
テ
イ
ハ
ム
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
タ
ダ
生
ノ
上
ニ
モ
ロ
モ
ロ
ヲ
ヲ

ク
ユ
ヘ
ニ
生
衆
ト
ア
ル
ナ
リ
。
モ
ロ
モ
ロ
ヲ
地
ニ
シ
テ
生
ヲ
ク
ハ
フ
ル
ハ
世
間
ノ
心
地
ナ
リ
。
生
ノ
様
ヲ
心
得
ト
ク
ト
キ
ハ
衆
生
生﹇
２
２
８
頁
﹈衆
ノ
チ

ガ
フ
事
モ
心
得
ラ
ル
ル
ナ
リ
。
生
衆
ト
ア
ル
ガ
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
ノ
道
理
ニ
叶
ナ
リ
。

（
11
聞
書
）
悉
是
吾
子
ハ
子
也
全
機
現
ノ
道
理
ナ
リ
ト
云
フ
。
今
ノ
父
子
ノ
儀
、
世
間
ニ
ハ
不
可
心
得
。
子
モ
全
ナ
レ
バ
父
ヨ
リ
生
ズ
ト
モ
云
ベ
カ

ラ
ズ
。



一
七
九

（
８
聞
書
）
過
去
と
現
在
と
未
来
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、「
今
此
」
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
。「
今
此
」
が
現
れ
て
い
る
ま
ま

に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
世
間
に
お
い
て
言
わ
れ
る
過
去
と
現
在
と
未
来
は
た
だ
日
月
の
出

没
を
数
え
て
い
う
け
れ
ど
も
、
日
月
は
必
ず
何
れ
か
を
過
去
と
言
い
現
在
と
言
い
未
来
と
言
う
で
あ
ろ
う
こ
と
は
な
い
こ
と
を
、
た
だ
暫
く
人
間
に

対
し
て
、
吾
我
に
対
し
て
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
田
地
に
は
主
は
な
い
け
れ
ど
も
、
人
が
主
と
称
せ
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
あ
る
け
れ
ど
も
、
故
に
、

過
去
と
現
在
と
未
来
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、「
今
此
」
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
故
に
ま
た
、「
今
此
」
が
現

れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
10
聞
書
）
一
々
の
衆
生
の
生
が
多
い
か
ら
、
衆
生
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
生
が
多
い
こ
と
は
、
限
り
が
な
い
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
全
生
の
心
で
あ

る
。
衆
生
と
い
え
ば
、
諸
々
の
生
と
読
ん
で
、
一
切
の
生
を
も
つ
も
の
を
集
め
て
衆
生
と
い
う
と
理
解
し
た
も
の
を
、
今
、
生
衆
と
あ
る
の
と
混
乱

す
る
の
で
あ
る
。
た
っ
た
今
生
衆
と
い
う
の
は
、
生
也
全
機
現
の
生
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
生
を
根
本
と
し
て
諸
々
の
も
の
を
下
に
付
く
、
こ
の
よ
う

に
い
え
ば
、
生
と
衆
に
対
し
て
言
お
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
生
の
上
に
諸
々
の
も
の
を
置
く
か
ら
生
衆
と
あ
る
の
で
あ
る
。
諸
々
の
も
の
を

土
台
に
し
て
生
を
加
え
る
の
は
世
間
の
考
え
で
あ
る
。
生
の
有
り
様
を
理
解
し
説
く
時
は
、
衆
生
〔
と
〕
生
衆
の
違
う
事
も
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

生
衆
と
あ
る
の
が
、「
そ
の
中
の
衆
生
は
、
悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
」
の
道
理
に
適
合
す
る
の
で
あ
る
。

（
11
聞
書
）「
悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
」
は
、
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
道
理
で
あ
る
と
い
う
。
今
の
父
子
の
事
柄
、

世
間
に
お
い
て
は
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
子
も
、
す
べ
て
な
ら
ば
、
父
よ
り
生
じ
る
と
も
い
う
べ
き
で
は
な
い
。



一
八
〇

﹇
聞
書
２
２
８-

２
２
９
頁
﹈

（
12
聞
書
）
シ
カ
ア
レ
ド
モ
吾
子
カ
ナ
ラ
ズ
身
体
髪
膚
ヲ
慈
父
ニ
ウ
ケ
テ
毀
破
セ
ズ
虧
闕
セ
ズ
ト
云
フ
。
如
来
我
有
、
尽
十
方
界
真
実
人
体
ト
云
フ
、

子
モ
全
機
ト
イ
フ
、
イ
ヅ
レ
ノ
所
ガ
毀
破
セ
ラ
ル
ベ
キ
。
世
間
ノ
子
ノ
身
体
髮
膚
ヲ
父
母
ニ
ウ
ク
ト
云
モ
、
父
母
ヲ
毀
破
シ
テ
生
ズ
ベ
キ
ニ
ア
ラ

ズ
。
尽
十
方
界
ナ
ル
如
来
ノ
慈
父
ナ
レ
バ
毀
破
セ
ラ
レ
ヌ
ナ
リ
。

（
15
聞
書
）
父
老
子
少
ハ
世
間
ニ
キ
キ
習
所
ナ
リ
、
父
老
子
老
、
父
少
子
少
、
仏
家
ニ
所
談
ナ
リ
。

（
16
聞
書
）
チ
チ
ノ
老
ヲ
学
ス
ル
ハ
子
ニ
ア
ラ
ズ
、
子
ノ
少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
ハ
チ
チ
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
云
フ
。
子
也
全
機
現
ノ
道
理
ノ
ト
キ
父
ヲ
学
ス

ベ
カ
ラ
ザ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
子
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
ナ
リ
。
子
ノ
少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
父
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
云
ハ
、
人
ノ
父
ト
イ
ハ
ル
ル
モ
必
子
ト
イ
ハ
レ
シ
時
代

ア
リ
、
子
ト
イ
ハ
ル
ル
モ
又
父
ト
イ
ハ
ル
ル
時
代
ア
ル
ナ
リ
、
コ
ノ
事
ヲ
云
ナ
リ
。
但
是
ハ﹇
２
２
９
頁
﹈猶
ワ
カ
カ
リ
シ
時
ハ
子
ト
イ
ハ
レ
、
コ
ノ
子
長

大
シ
テ
子
ヲ
マ
ウ
ク
レ
バ
父
ト
イ
ハ
ル
ル
ト
キ
、
父
ヲ
老
ト
イ
ハ
ム
ハ
時
代
老
少
前
後
ノ
ヘ
ダ
テ
ア
ル
ベ
シ
。
今
ノ
心
地
ニ
ハ
コ
ト
ナ
リ
、
父
ノ
老

ヲ
学
ス
ル
ハ
子
ニ
ア
ラ
ズ
ト
イ
フ
詞
ヲ
一
具
ニ
心
得
ム
ト
セ
バ
、
其
心
頗
可
相
違
。
出
世
与
世
間
、
可
替
ナ
リ
。
父
ノ
老
ヲ
学
ス
ル
ト
ア
ル
詞
ハ
全

機
ノ
心
ナ
レ
バ
出
世
ナ
ル
ベ
シ
、
子
ノ
少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
ハ
父
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
云
詞
ハ
世
間
ニ
通
ベ
シ
。
所
詮
コ
コ
ハ
全
父
全
子
ト
心
得
ベ
シ
。

（
17
聞
書
）
父
子
同
時
ニ
生
現
ス
ル
父
子
ノ
ア
リ
、
父
子
同
時
ニ
現
滅
ス
ル
父
子
ア
リ
ト
云
フ
。
是
ハ
父
子
ヲ
並
テ
同
不
同
ト
談
ズ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、

心
仏
及
衆
生
是
三
無
差
別
ト
云
様
ニ
、
父
モ
全
機
現
、
子
モ
全
機
現
ナ
レ
バ
同
時
ト
云
フ
。
コ
ノ
父
ト
子
ト
ハ
心
ト
仏
ト
衆
生
ト
無
差
別
程
ノ
事
ナ

リ
。
シ
カ
ア
レ
バ
、
父
子
同
時
全
現
生
、
父
子
同
時
全
現
滅
ナ
ル
ベ
シ
。

12

聞
書　

膚
（
道
元
全
）、
腐
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
八
一

（
12
聞
書
）
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、「
吾
子
」
は
、
必
ず
身
体
髪
膚
を
慈
父
よ
り
受
け
て
、
毀
さ
れ
ず
虧
け
て
い
な
い
と
い
う
。
如
来
「
我
有
」、
尽
十

方
界
の
真
実
の
人
体
と
い
う
。
子
も
、
す
べ
て
の
働
き
と
い
う
、
い
ず
れ
の
所
が
毀
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
世
間
の
子
が
身
体
髪
膚
を
父
母
よ
り

受
け
る
と
い
う
の
も
、
父
母
を
毀
し
て
生
じ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
尽
十
方
界
な
る
如
来
の
慈
父
で
あ
れ
ば
、
毀
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
15
聞
書
）
父
が
老
い
、
子
が
若
い
こ
と
は
、
世
間
に
お
い
て
聞
き
、
学
習
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
父
が
老
い
、
子
が
老
い
て
い
る
こ
と
、
父
が
若

く
、
子
が
若
い
こ
と
は
、
仏
家
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
16
聞
書
）
父
の
老
を
学
ぶ
の
は
子
で
は
な
い
。
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
と
い
う
。
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
こ

と
と
い
う
道
理
の
時
、
父
を
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
子
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
と
い
う
の

は
、
人
の
父
と
言
わ
れ
て
も
、
必
ず
子
と
言
わ
れ
た
時
代
が
あ
り
、
子
と
言
わ
れ
て
も
ま
た
父
と
言
わ
れ
る
時
代
が
あ
る
、
こ
の
こ
と
を
い
う
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
若
か
っ
た
時
は
子
と
言
わ
れ
、
こ
の
子
が
成
長
し
て
子
を
得
れ
ば
、
父
と
言
わ
れ
る
時
、
父
を
老
い
て
い
る
と

言
う
の
は
、
時
代
の
老
少
、
先
後
の
区
別
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
今
の
考
え
と
は
異
な
り
、
父
の
老
を
学
ぶ
の
は
子
で
は
な
い
と
い
う
言
葉
を
ひ
と
揃

い
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
心
は
頗
る
相
違
す
る
で
あ
ろ
う
。
出
世
と
世
間
は
交
替
可
能
で
あ
る
。
父
の
老
を
学
ぶ
と
い
う
言
葉
は
、
す
べ

て
の
働
き
の
心
で
あ
れ
ば
出
世
間
で
あ
ろ
う
。
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
と
い
う
言
葉
は
世
間
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
は
す
べ
て
の
父
と
す
べ
て
の
子
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
17
聞
書
）
父
子
が
同
時
に
生
じ
現
れ
る
父
子
が
あ
り
、
父
子
が
同
時
に
現
滅
す
る
父
子
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
父
子
を
並
べ
て
同
不
同
を
論
じ

る
の
で
は
な
い
。「
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
と
い
う
よ
う
に
、
父
も
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
、
子
も
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
か

ら
同
時
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
父
と
子
は
、
心
と
仏
と
衆
生
と
無
差
別
ば
か
り
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
父
子
は
同
時
に

す
べ
て
現
れ
生
じ
、
父
子
は
同
時
に
す
べ
て
現
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。



一
八
二

﹇
聞
書
２
２
９-

２
３
０
頁
﹈

（
22
聞
書
）
安
処
ハ
林
野
ナ
リ
ト
イ
フ
。
三
界
無
安
猶
如
火
宅
ト
イ
フ
。
然
而
非
寂
光
外
別
有
娑
婆
ト
モ
イ
フ
心
ナ
リ
。
三
界
ヲ
三
界
ノ
如
ク
ミ
レ

バ
安
処
ト
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
、
林
野
ト
ハ
此
三
界
事
ナ
リ
。

（
22
聞
書
）﹇
２
３
０
頁
﹈已
離
ト
云
フ
、
三
界
ヲ
ス
デ
ニ
離
ル
ト
ナ
リ
、
我
有
ノ
ユ
ヘ
ニ
。

（
22
聞
書
）
如
来
道
ノ
宗
旨
ハ
吾
子
ノ
道
ノ
ミ
ナ
リ
、
其
父
ノ
道
イ
マ
ダ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
ト
云
フ
。
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
ト
イ
フ
詞
、
父
モ
キ
コ

ユ
。
其
上
父
少
子
老
ト
云
ア
リ
、
父
ノ
詞
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。

22

聞
書　
三
界
無
安
猶
如
火
宅　
『
妙
法
華
』（
一
四
頁
下
二
二
行
）

22

聞
書　
非
寂
光
外
別
有
娑
婆　
『
法
華
文
句
記
』
巻
第
九
下
、
大
正
三
四
、
一
七
一
九
、
三
三
三
頁
下
四
行
。



一
八
三

（
22
聞
書
）
安
処
は
林
野
な
り
と
い
う
。「
三
界
無
安
猶
如
火
宅
」
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
非
寂
光
外
別
有
娑
婆
」
と
も
い
う
心
で
あ
る
。
三
界

を
三
界
の
ま
ま
に
見
れ
ば
「
安
処
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
林
野
」
と
は
、
こ
の
三
界
の
事
で
あ
る
。

（
22
聞
書
）「
已
離
」
と
い
う
。
三
界
を
す
で
に
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
我
有
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
22
聞
書
）
如
来
が
お
説
き
に
な
っ
た
宗
旨
は
「
吾
子
」
の
説
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
父
の
語
は
ま
だ
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
。「
そ
の
中
の
衆
生
は
、

悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
父
も
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
父
が
若
く
、
子
が
老
い
て
い
る
こ
と
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

父
の
言
葉
が
な
い
の
で
は
な
い
。



一
八
四

﹇
聞
書
２
３
１
頁
﹈

（
１
聞
書
）
諸
仏
応
化
段
。
◦
非
七
仏
之
所
説
。
教
ノ
中
ニ
応
身
、
化
身
、
法
身
ト
三
身
ニ
ワ
ク
ル
事
ア
リ
、
法
身
、
報
身
、
応
身
ト
立
事
ア
リ
。

シ
バ
ラ
ク
報
応
ノ
二
身
ニ
付
テ
、
応
身
ニ
勝
応
身
劣
応
身
ト
二
身
ニ
立
テ
、
勝
応
身
ヲ
バ
報
身
ニ
ア
テ
、
劣
応
身
ヲ
応
身
ト
ス
ル
時
ア
リ
。
又
応
身

ト
ハ
八
相
ヲ
示
ニ
ナ
ヅ
ケ
、
化
身
ト
云
ハ
時
ニ
ノ
ゾ
ミ
テ
俄
化
現
ス
ル
ニ
ナ
ヅ
ク
。
コ
レ
ヲ
バ
猶
応
身
ニ
接
ス
ル
事
ア
リ
。
応
身
ヲ
化
身
ト
云
事
モ

ア
リ
。
シ
カ
ル
ニ
三
身
ノ
様
ハ
ナ
ニ
ト
モ
ア
レ
、
イ
マ
ハ
諸
仏
応
化
法
身
亦
不
出
三
界
ト
云
ガ
詮
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ム
ズ
ル
ナ
リ
。
マ
コ
ト
ニ
法
身
ハ
周

遍
法
界
ノ
身
ト
云
ヘ
バ
三
界
ノ
諸
法
ニ
遍
ズ
ト
談
ジ
、
応
化
ノ
二
身
ハ
三
界
ノ
衆
生
ノ
為
ニ
能
化
ト
ナ
ル
ト
コ
ソ
覚
ユ
ル
ヲ
、
亦
不
出
三
界
ト
イ

フ
。
三
界
則
応
化
法
身
タ
リ
シ
ガ
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
三
界
外
無
衆
生
、﹇
２
３
１
頁
﹈仏
何
所
化
ト
云
フ
。
三
界
モ
衆
生
モ
仏
体
ナ
リ
ト
聞
タ
リ
、
ア
ニ
三

界
唯
一
心
ト
云
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
三
界
唯
諸
仏
ト
イ
フ
心
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
又
無
衆
生
ノ
所
ハ
仏
何
所
化
ナ
リ
。
仏
何
所
化
ハ
必
衆
生
ナ
リ
ト
云
ヘ

リ
。
知
ヌ
、
三
界
唯
衆
生
ニ
シ
テ
衆
生
外
無
別
法
ト
ノ
ブ
ル
ギ
ア
ル
ベ
シ
ト
云
事
、
仏
ノ
化
ト
ハ
如
我
等
無
異
ニ
テ
皆
令
入
仏
道
ナ
リ
、
此
時
誠
何

ヲ
カ
可
化
哉
。
如
来
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
シ
ト
云
ハ
コ
レ
仏
何
所
化
ナ
リ
。

（
１
聞
書
）
無
衆
生
ノ
所
、
仏
何
所
化
ナ
リ
ト
云
フ
。
衆
生
ノ
ア
ル
ヲ
コ
ソ
仏
ハ
化
シ
給
ベ
ケ
レ
、
無
衆
生
ノ
所
如
何
。
尤
不
審
ナ
リ
。
シ
カ
リ
ト

云
ヘ
ド
モ
三
界
ヨ
リ
外
ニ
衆
生
ナ
シ
、
皆
令
入
仏
道
ノ
心
ナ
ル
ベ
シ
。
三
界
無
外
ナ
ル
ガ
如
ク
、
衆
生
無
外
ナ
リ
ト
体
脱
ス
ル
コ
ソ
最
上
ノ
所
化
ナ

レ
。
仏
ノ
所
化
如
此
ナ
リ
。
三
界
ニ
一
衆
生
界
蔵
ヲ
ア
ラ
シ
ム
ル
外
道
大
有
経
ナ
リ
。

（
１
聞
書
）
牆
壁
ノ
無
外
ト
云
フ
。
赤
肉
団
ノ
上
ニ
壁
立
千
仞
ト
云
ガ
如
シ
。

１

聞
書　
如
我
等
無
異　
『
妙
法
華
』（
八
頁
四
―
五
行
）
舎
利
弗
当
知
、
我
本
立
誓
願
、
欲
令
一
切
衆
、
如
我
等
無
異
。

　　
　
　
皆
令
入
仏
道　
『
妙
法
華
』（
八
頁
六
―
七
行
）
如
我
昔
所
願
、
今
昔
已
満
足
、
化
一
切
衆
生
、
皆
令
入
仏
道
。



一
八
五

〔
第
三
段
〕

（
１
聞
書
）
諸
仏
応
化
の
段
。「
…
…
七
仏
の
所
説
で
は
な
い
」。
教
え
の
中
に
「
応
身
、
化
身
、
法
身
」
と
立
て
る
事
が
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
、
報

〔
身
〕
と
応
身
の
二
身
に
関
し
て
、
応
身
に
、
勝
応
身
と
劣
応
身
と
い
う
二
身
を
立
て
て
、
勝
応
身
を
報
身
に
あ
て
、
劣
応
身
を
応
身
と
す
る
場
合
が

あ
る
。
ま
た
、
応
身
と
は
、
八
相
を
示
と
名
付
け
、
化
身
と
い
う
は
、
あ
る
機
に
に
わ
か
に
化
現
す
る
こ
と
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ち
ょ

う
ど
応
身
に
接
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
応
身
を
化
身
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
る
に
、
三
身
の
有
り
様
は
と
も
あ
れ
、
今
は
「
諸
仏
応
化

法
身
、
亦
不
出
三
界
」
と
い
う
の
が
、
究
極
的
な
点
で
あ
ろ
う
。
実
に
、
法
身
は
周
遍
法
界
の
身
で
あ
る
と
い
え
ば
、
三
界
の
諸
法
に
遍
在
す
る
と

論
じ
、
応
化
の
二
身
は
、
三
界
の
衆
生
の
た
め
に
教
化
す
る
も
の
と
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、「
亦
不
出
三
界
」
と
い
う
。
三
界
、
即
ち
、
応
、
化
、

法
身
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。「
三
界
外
無
衆
生
、
仏
何
所
化
」
と
い
う
。
三
界
も
衆
生
も
仏
体
で
あ
る
と
聞
こ
え
る
。
決
し
て
三
界
唯
一
心

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
三
界
唯
諸
仏
と
い
う
心
で
な
い
の
か
。
ま
た
、「
無
衆
生
」
の
と
こ
ろ
で
は
、「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
知
っ
た
の
で
あ
る
。
三
界
唯
衆
生
に
し
て
衆
生
外
無
別
法
と
述
べ
る
事
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
事
、
仏
の
化
と
は
、「
如
我
等
無
異
」
に

し
て
「
皆
令
入
仏
道
」（『
法
華
経
』「
序
品
」）
で
あ
る
。
こ
の
時
、
実
に
何
を
教
化
す
べ
き
か
。
如
来
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
と
は
、

こ
れ
が
「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
。

（
１
聞
書
）「
無
衆
生
」
の
と
こ
ろ
で
は
、「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
と
い
う
。
衆
生
が
あ
る
こ
と
こ
そ
仏
は
教
化
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
無
衆
生
」
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
全
く
不
鮮
明
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、「
三
界
よ
り
外
に
衆
生
な
し
」、「
皆
令
入

仏
道
」
の
心
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
よ
う
に
、
衆
生
に
と
っ
て
外
が
な
い
の
で
あ
る
と
体
脱
す
る
こ
と
こ
そ
最
上
の
教
化

〔
さ
れ
る
べ
き
も
の
〕
で
あ
る
。
仏
の
教
化
〔
さ
れ
る
べ
き
も
の
〕
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。「
三
界
に
」「
一
衆
生
界
」
を
あ
ら
し
め
る
の
は
外
道
の
大

有
道
経
で
あ
る
。

（
１
聞
書
）
牆
壁
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
と
い
う
。「
赤
肉
団
の
上
に
壁
立
千
仞
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。



一
八
六

﹇
聞
書
２
３
１-

２
３
３
頁
﹈

（
６
聞
書
）
出
三
界
ニ
非
ズ
ト
云
フ
。
仏
ヲ
三
界
ト
ト
ク
上
ハ
勿
論
ナ
リ
。
イ
ヅ
ベ
キ
カ
タ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

（
６
聞
書
）
無
有
錯
謬
ナ
リ
ト
云
フ
。
ア
ヤ
マ
リ
ア
ラ
ム
ハ
出
三
界
ナ﹇
２
３
２
頁
﹈ル
ベ
シ
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
タ
ダ
無
有
錯
謬
ナ
リ
。
例
セ
バ
不
宿
死
屍

ト
云
ガ
如
シ
。

（
７
聞
書
）
有
慮
知
念
覚
、
無
慮
知
念
覚
ト
云
フ
。
是
ハ
世
間
ニ
キ
キ
習
タ
ル
凡
夫
ノ
心
ト
キ
コ
ユ
レ
ド
モ
、
シ
カ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
サ
キ
ニ
、
有
心

衆
生
ア
リ
無
心
衆
生
ア
リ
ト
云
シ
タ
ケ
ヲ
、
今
如
此
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
仏
化
コ
レ
ナ
リ
。
牆
壁
瓦
礫
ナ
リ
山
河
大
地
ナ
リ
ト
云
ニ
テ
心
得
ベ
シ
。

（
９
聞
書
）
身
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
リ
ト
云
フ
。
コ
レ
吾
我
ノ
身
ヲ
生
ズ
ル
四
生
ト
心
得
ヌ
ベ
シ
、
非
爾
。
今
ノ
四
生
ハ
尽
十
方
界
真

実
人
体
ヲ
生
ズ
ル
程
ノ
胎
ナ
リ
卵
ナ
リ
湿
ナ
リ
化
ナ
ル
ベ
シ
。
三
界
唯
心
ヲ
生
ズ
ル
胎
卵
湿
化
ナ
ル
ベ
シ
。

（
９
聞
書
）
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
リ
ト
云
フ
。
身
ヲ
生
ズ
ル
ト
イ
ハ
ム
ハ
聞
習
タ
リ
。
心
ヲ
生
ズ
ル
ト
イ
フ
、
如
何
。
但
身
心
一
如

ノ
コ
ト
ハ
リ
ナ
ル
ベ
キ
カ
。
青
黄
赤
白
ト
云
ヨ
リ
造
次
顚
沛
ニ
イ
タ
ル
マ
デ
、
委
コ
レ
ヲ
ア
ゲ
テ
心
ナ
リ
ト
云
フ
。
三
界
唯
心
ト
談
ズ
ル
上
ニ
又
重

説
シ
テ
キ
コ
ユ
レ
ド
モ
、
シ
カ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
其
ユ
ヘ
ハ
、
イ
マ
イ
フ
青
黄
赤
白
、
長
短
方
円
等
ハ
、
世
間
ノ
色
相
ヲ
バ
イ
ハ
ズ
、
青
ノ
四
生
、
黄

ノ
四
生
ヲ
ア
ゲ
テ
三
界
唯
心
ノ
道
理
ヲ
委
ト
ク
ナ
リ
。﹇
２
３
３
頁
﹈青
黄
赤
白
ヲ
フ
サ
ネ
テ
強
為
シ
テ
心
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
青
ノ
心
モ
全
機
、
黄
ノ
心

モ
全
機
ナ
ル
タ
ケ
ヲ
イ
フ
、
三
無
差
別
ノ
理
ノ
如
シ
。

（
11
聞
書
）
毀
破
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
諸
法
実
相
心
ナ
リ
、
唯
仏
与
仏
心
ナ
リ
ト
云
フ
。
今
毀
破
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
ハ
、
則
諸
法
実
相
心

ナ
リ
、
唯
仏
与
仏
心
ナ
ル
ガ
、
ヤ
ブ
ラ
レ
ヌ
ト
ナ
リ
。
コ
ノ
壊
身
ヲ
ヤ
ガ
テ
仏
ト
イ
ヒ
ナ
サ
ム
ハ
仏
ヲ
毀
破
ス
ル
ト
云
ベ
キ
ナ
リ
。



一
八
七

（
６
聞
書
）
三
界
を
出
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
仏
を
三
界
と
説
く
観
点
か
ら
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
出
る
こ
と
が
で
き
る
性
質
は
な
い
で
あ
ろ

う
。

（
６
聞
書
）
錯
謬
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
謬
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
も
の
は
、
三
界
を
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た

だ
、
錯
謬
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
不
宿
死
屍
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
７
聞
書
）
有
の
慮
知
念
覚
で
あ
り
、
無
の
慮
知
念
覚
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
世
間
に
お
い
て
聞
き
学
習
し
た
凡
夫
の
心
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
よ
う
で
は
な
い
。
先
に
、
有
心
の
衆
生
が
あ
り
、
無
心
の
衆
生
が
あ
り
と
い
っ
た
全
部
を
、
今
、
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
仏
の
教
化
は

こ
れ
で
あ
る
。
牆
壁
瓦
礫
で
あ
り
、
山
河
大
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
９
聞
書
）
身
を
生
じ
る
の
に
胎
卵
湿
化
の
種
品
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
吾
我
の
身
を
生
じ
る
四
生
と
理
解
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
は

な
い
。
今
の
四
生
は
尽
十
方
界
真
実
人
体
を
生
じ
る
ほ
ど
の
胎
で
あ
り
卵
で
あ
り
湿
で
あ
り
化
で
あ
ろ
う
。
三
界
唯
心
を
生
じ
る
胎
卵
湿
化
で
あ
ろ

う
。

（
９
聞
書
）
心
を
生
じ
る
の
に
胎
卵
湿
化
の
種
品
が
あ
る
と
い
う
。
身
を
生
じ
る
と
い
う
の
は
、
聞
き
学
習
し
て
い
る
。
心
を
生
じ
る
と
い
う
の
は
何

か
。
た
だ
、
身
心
一
如
の
理
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
青
黄
赤
白
と
い
う
こ
と
か
ら
造
次
顛
沛
ま
で
、
委
し
く
こ
れ
を
挙
げ
て
心
で
あ
る
と
い
う
。

三
界
唯
心
と
論
じ
る
観
点
か
ら
は
ま
た
繰
り
返
し
て
説
く
こ
と
に
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
今
い
う
青
黄
赤
白
、

長
短
方
円
等
は
、
世
間
の
色
相
を
い
わ
ず
、
青
の
四
生
、
黄
の
四
生
を
あ
げ
て
三
界
唯
心
の
道
理
を
委
し
く
説
く
の
で
あ
る
。
青
黄
赤
白
を
ふ
さ
ね

て
強
い
て
為
し
て
心
と
い
う
の
で
は
な
い
。
青
の
心
も
す
べ
て
の
働
き
、
黄
の
心
も
す
べ
て
の
働
き
で
あ
る
全
部
を
い
う
の
で
あ
る
。「
三
無
差
別
」

の
理
の
よ
う
に
で
あ
る
。

（
10
聞
書
）
毀
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
諸
法
実
相
心
で
あ
り
、
唯
仏
与
仏
心
で
あ
る
と
い
う
。
今
、
毀
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の

は
、
即
ち
、
諸
法
実
相
心
で
あ
り
、
唯
仏
与
仏
心
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
破
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
壊
身
を
と
り
も
な
お
さ
ず
仏
で

あ
る
と
こ
と
さ
ら
に
言
う
の
は
、
仏
を
毀
す
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。



一
八
八

﹇
聞
書
２
３
３-

２
３
４
頁
﹈

（
７
〜
８
聞
書
）
玄
沙
段
。〈
雪
峯
下
青
原
流
〉
◦
大
師
云
、
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
。
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
ハ
、
作
麼
生
会
、
未
作

麼
生
会
ヲ
ナ
ジ
ク
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
云
フ
。
臨
済
ハ
大
唐
国
裏
覓
一
人
不
悟
者
難
得
ト
ア
リ
。
叶
今
詞
。
三
界
ノ
内
ニ
一
箇
ノ
釈
尊
ヲ
奉
見
難
得
ト

イ
ハ
ム
ガ
如
シ
。

（
９
聞
書
）
指
倚
子
ト
イ
ハ
ク
ト
云
フ
。
此
上
ハ
倚
子
ト
コ
ソ
無
左
右
心
得
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
シ
バ
ラ
ク
定
メ
ズ
シ
テ
イ
フ
ベ
シ
、
喚
遮
箇
作
什
麼
ト

ア
レ
バ
ナ
リ
。
什
麼
物
恁
麼
来
程
ノ
事
ナ
リ
。
其
道
理
ヲ
云
ニ
ハ
三
界
カ
倚
子
カ
定
ガ
タ
キ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
倚
子
ヲ
喚
遮
箇
作
什
麼
ト
云
事
サ
ス
カ
、

大
師
争
倚
子
ヲ
シ
ラ
ザ
ラ
ム
。
此
問
答
ニ
テ
三
界
唯
心
ト
倚
子﹇
２
３
４
頁
﹈ト
ノ
ア
ヒ
ダ
モ
心
得
ベ
シ
。

（
10
聞
書
）
会
三
界
語
、
不
会
三
界
語
ト
云
フ
。
此
詞
出
ク
ル
ニ
ヨ
リ
テ
三
界
語
ナ
リ
ヤ
非
三
界
語
ナ
リ
ヤ
ト
ウ
ケ
テ
云
様
ニ
キ
コ
ユ
。
ウ
ク
ル
ト

云
ハ
不
定
ヲ
云
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
ヤ
ガ
テ
三
界
ノ
理
ヲ
ト
ク
義
ナ
リ
。

（
11
聞
書
）
道
趙
州
ス
ル
ナ
カ
ノ
東
門
南
門
ト
云
フ
。
是
ハ
古
キ
詞
ニ
、
如
何
是
趙
州
ト
問
ト
キ
東
門
南
門
ト
云
フ
答
ア
リ
。
東
門
ト
答
ル
ハ
東
趙

州
、
南
門
ト
コ
タ
フ
ル
モ
南
趙
州
ト
云
ナ
リ
。
コ
ノ
道
理
ヲ
今
ノ
和
尚
不
会
三
界
唯
心
ノ
道
理
ニ
引
寄
テ
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
趙
州
ノ
上
ニ
東
南
門
ノ

義
ア
ル
ガ
如
ク
、
三
界
唯
心
ノ
上
ニ
会
不
会
モ
ア
ル
ベ
キ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
イ
タ
ヅ
ラ
ナ
ル
得
不
得
ノ
義
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。

（
13
聞
書
）
光
前
絶
後
ト
云
フ
、
此
詞
ハ
仏
向
上
ナ
ム
ド
云
心
地
ナ
リ
。
光
前
ト
云
ト
キ
ハ
絶
後
ナ
リ
、
三
界
唯
心
ノ
道
理
、
竹
木
ニ
テ
ア
ル
ユ
ヘ

ヲ
如
此
云
ナ
リ
。

７
〜
８

聞
書　
玄
沙　
（
泉
）（
森
）（
総
）
は
「
玄
砂
」
で
あ
る
が
、「
玄
沙
」
に
訂
正
す
る
。

10

聞
書　
非
三
界
語　
非
三
界
悟
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
八
九

〔
第
四
段
〕

（
７
〜
８
聞
書
）
玄
沙
の
段
。〈
雪
峯
下
青
原
流
〉…
…
大
師
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
。」「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
と
は
、「
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
」
と
し
て
も
、
未
だ
ど
の
よ
う
に
も
会
得
し
て
い
な
い
と

し
て
も
、
同
じ
く
「
三
界
唯
心
」
で
あ
る
、
と
い
う
。
臨
済
は
「
大
唐
国
の
中
に
、
一
人
の
不
悟
者
を
求
め
て
も
、
得
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
あ
る
。

今
の
言
葉
に
ち
ょ
う
ど
適
合
す
る
。
三
界
の
内
に
、
一
箇
の
釈
尊
を
見
た
て
ま
つ
る
の
は
得
難
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
９
聞
書
）
椅
子
を
指
し
て
言
っ
た
と
い
う
。
こ
の
上
は
、
椅
子
こ
そ
左
右
な
し
と
理
解
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
一
時
的
に
決
定
し
な
い
で
い
う
べ
き
で

あ
る
。「
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
か
な
る
も
の
も
こ
の
よ
う
に
来
る
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
道
理

を
い
う
に
は
三
界
か
椅
子
か
決
定
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
椅
子
を
「
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
か
。
大
師
、
ど
う

し
て
椅
子
を
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
答
に
お
い
て
三
界
唯
心
と
椅
子
の
関
係
も
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
10
聞
書
）
三
界
を
会
得
し
た
語
、
三
界
を
会
得
し
て
い
な
い
語
と
い
う
。
こ
の
言
葉
が
出
て
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
界
の
語
で
あ
る
の
か
、
三
界

で
な
い
も
の
の
語
で
あ
る
の
か
と
受
け
て
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
受
け
る
と
い
う
の
は
、
決
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な

い
。
即
ち
、
三
界
の
理
を
説
く
意
味
で
あ
る
。

（
11
聞
書
）
趙
州
を
い
う
中
の
東
門
、
南
門
と
い
う
。
こ
れ
は
古
い
言
葉
に
、「
如
何
是
趙
州
」
と
問
う
時
、
東
門
、
南
門
と
い
う
答
え
が
あ
る
。
東

門
と
答
え
る
の
は
東
趙
州
、
南
門
と
答
え
る
の
も
南
趙
州
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理
を
今
の
「
和
尚
は
、
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
お
ら
れ
ま
せ

ん
」
の
道
理
に
引
い
て
近
寄
せ
て
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
趙
州
の
上
に
東
南
門
の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
、
三
界
唯
心
の
上
に
会
得
、
不
会
得
も
あ
る

で
あ
ろ
う
理
由
で
あ
る
。
無
益
な
る
得
、
不
得
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
。

（
13
聞
書
）
光
前
絶
後
と
い
う
こ
の
言
葉
は
、
仏
向
上
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
光
前
と
い
う
時
は
絶
後
で
あ
る
。
三
界
唯
心
の
道
理
、
竹
木
に
お
い
て

あ
る
理
由
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。



一
九
〇

﹇
聞
書
２
３
４-

２
３
６
頁
﹈

（
14
聞
書
）
八
面
玲
瓏
ト
云
ヨ
リ
不
道
三
界
唯
心
マ
デ
ハ
光
前
絶
後
ノ
釈
ナ
リ
。

（
15
聞
書
）
暮
ニ
三
界
唯
心
ヲ
道
取
ス
ル
ニ
ハ
ト
云
フ
。
是
ハ
、
ア
シ
タ
ニ
三
界
唯
心
ヲ
道
取
ス
ル
ニ
ハ
ト
云
ツ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
暮
ニ
ト
云﹇
２
３
５
頁
﹈詞

ハ
ア
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
前
後
ト
モ
ニ
道
取
ナ
リ
ト
云
心
ナ
リ
。
サ
キ
ニ
モ
我
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
云
ト
モ
、
又
後
ニ
モ
如
此
云
ト
心
得
ナ
リ
。

（
17
聞
書
）
大
師
道
ノ
喚
作
竹
木
ト
真
応
道
ノ
亦
喚
作
竹
木
ト
、
同
ナ
リ
ヤ
不
同
ナ
リ
ヤ
、
是
ナ
リ
ヤ
不
是
ナ
リ
ヤ
ト
参
究
ス
ベ
キ
ナ
リ
ト
云
フ
。

コ
ノ
喚
作
竹
木
ハ
詞
同
ケ
レ
ド
モ
、
大
師
ノ
上
ニ
モ
此
詞
一
、
真
応
ノ
上
ニ
モ
此
詞
一
ト
心
得
ハ
、
同
不
同
ト
モ
ニ
道
得
ナ
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
七
仏
ノ

法
道
ハ
七
仏
ノ
ゴ
ト
シ
、
迦
葉
仏
ノ
法
道
ハ
迦
葉
仏
ノ
如
シ
、
釈
迦
牟
尼
仏
ノ
法
道
ハ
釈
迦
牟
尼
仏
ノ
如
シ
ト
イ
ハ
ム
ガ
如
シ
。
是
不
是
、
同
ク
恁

麼
ナ
リ
。
昔
ヨ
リ
云
ヒ
フ
ル
サ
ザ
ル
詞
ヲ
ア
ゲ
テ
イ
ハ
ム
ト
云
テ
、
ヤ
ガ
テ
サ
キ
ノ
詞
ヲ
云
事
ア
リ
。
コ
レ
其
人
ノ
上
ニ
ハ
フ
リ
ザ
ル
詞
ナ
リ
。
ア

タ
ラ
シ
ク
仕
ト
心
得
ナ
リ
。

（
19
〜
20
聞
書
）
ナ
ニ
ヲ
喚
作
シ
テ
カ
尽
大
地
ト
ス
ル
。
ヲ
ホ
ヨ
ソ
恁
麼
参
究
功
夫
ス
ベ
キ
ナ
リ
ト
云
フ
。
ナ
ニ
ヲ
ヨ
ブ
ベ
シ
ト
イ
ハ
ズ
、
又
ヨ
バ

ズ
ト
イ
ハ
ズ
。
三
界
ヲ
ヤ
尽
大
地
ト
ヨ
ブ
ベ
カ
ラ
ム
、
椅
子
竹
木
ヲ
ヤ
云
ベ
カ
ラ
ム
。
ソ
レ
ハ
シ
バ
ラ
ク
ヲ
ク
、
只
大
師
ノ
詞
、
尽
大
地
覓
一
箇
会

仏
法
人
不
可
得
ト
イ
フ
。
此
不
可
得
ヲ
エ
ズ
ト
ハ
心
得
マ
ジ
、
会
仏
法
ト
云
ト
キ
ハ
不
可
得
ノ
道
理
ナ
リ
。
イ
マ
尽
大
地
ハ
三
界
唯
心
ト
心
得
ナ

リ
。
親
切
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
尽
大
地﹇
２
３
６
頁
﹈ハ
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
イ
ハ
ヌ
ナ
リ
。
ソ
ノ
道
理
ハ
椅
子
ト
云
シ
ト
キ
モ
椅
子
ゾ
三
界
唯
心
ト
イ
ハ
ザ
リ
キ
。

大
師
モ
タ
ダ
喚
作
竹
木
ナ
リ
、
真
応
モ
タ
ダ
喚
作
竹
木
ナ
リ
、
サ
ラ
ニ
三
界
唯
心
ヲ
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
道
取
セ

ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
道
取
セ
ズ
、
シ
カ
モ
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
イ
ヘ
ド
モ
宗
一
大
師
ニ
問
著
ス
ベ
シ
ト
ア
ル
ニ
テ
可
心
得
。

17

聞
書　
云
ヒ
フ
ル
サ
ザ
ル　
云
ヒ
フ
ル
サ
サ
ル
（
泉
）（
森
）（
総
）、
云
ヒ
フ
ル
サ
ル
ル
（
曹
全
）



一
九
一

（
14
聞
書
）
八
面
玲
瓏
か
ら
不
道
三
界
唯
心
ま
で
は
、
光
前
絶
後
の
註
釈
で
あ
る
。

（
15
聞
書
）
夕
べ
に
三
界
唯
心
を
い
う
に
は
と
い
う
。
こ
れ
は
、
朝
に
三
界
唯
心
を
い
う
に
は
と
い
っ
た
か
ら
、
夕
べ
に
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
例
え

ば
、
前
後
と
も
に
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
心
で
あ
る
。
先
に
も
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
い
っ
て
も
、
ま
た
後
に
も
こ
の
よ
う
に

い
う
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

（
17
聞
書
）
大
師
が
お
説
き
な
っ
た
「
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」
と
、
真
応
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
」
は
同

じ
で
あ
る
の
か
、
同
じ
で
な
い
の
か
、
正
し
い
の
か
、
正
し
く
な
い
の
か
と
参
究
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
は
言
葉

は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
師
の
上
に
も
こ
の
言
葉
は
一
つ
、
真
応
の
上
に
も
こ
の
言
葉
は
一
つ
と
理
解
す
る
の
は
、
同
不
同
を
と
も
に
説
き
得

る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
七
仏
の
法
道
は
七
仏
の
よ
う
な
も
の
、
迦
葉
仏
の
法
道
は
迦
葉
仏
の
よ
う
な
も
の
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
法
道
は
釈
迦
牟
尼

仏
の
よ
う
な
も
の
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
是
不
是
、
同
じ
く
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
昔
か
ら
い
い
古
さ
れ
て
い
な
い
言
葉
を
取
り
上
げ
て
い
お

う
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
、
先
の
言
葉
を
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
人
の
上
に
は
あ
り
ふ
れ
て
い
な
い
言
葉
で
あ
る
。
新
し
く
細
か
に
観
察

す
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

（
19
〜
20
聞
書
）
何
を
喚
ん
で
尽
大
地
と
す
る
の
か
。
大
体
こ
の
よ
う
に
参
究
し
て
功
夫
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
何
を
喚
ぶ
で
あ
ろ
う
か
と
言
わ

ず
、
ま
た
喚
ば
な
い
と
言
わ
な
い
。
三
界
を
尽
大
地
と
喚
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
椅
子
竹
木
を
喚
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
暫
く
お
く
。
た
だ
、
大
師
の

言
葉
、「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
不
可
得
を
得
な
い
と
は
理
解
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
仏
法
と
い
う
と
き
は
不
可
得
の
道
理
で
あ
る
。
い
ま
「
尽
大
地
」
は
三
界
唯
心
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
親
切
で
あ
る
が
故
に
、「
尽

大
地
」
は
三
界
唯
心
で
あ
る
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
道
理
は
、
椅
子
と
い
っ
た
時
も
、
椅
子
は
三
界
唯
心
と
言
わ
な
か
っ
た
。
大
師
も
た

だ
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
の
で
あ
る
。
真
応
も
た
だ
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
ま
だ
三
界
唯
心
を
会
得
せ
ず
、
三
界
唯
心
を
不
会
得

し
な
い
。
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
ら
ず
、
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
よ
う
に
い
う
と
し
て
も
、
宗
一
大
師
に

問
う
べ
き
で
あ
る
と
あ
る
こ
と
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。


